
一
『
蕊
謹
罐
鋸
癖
癖
電
子
叢
書
Ｉ
』
〈
Ｃ
ｎ

①
）
」
の
如
く
、
識
別
番
号
＊
お
よ
び
く

い
⑨
⑩
の
二
点
は
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。

一
本
稿
は
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
狭
衣
物
語
』
諸
本
の
書
誌
報
告
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
、
物
語
本
文
が
掲
載
さ
れ
て

あ
る
資
料
二
十
四
点
に
限
っ
て
、
採
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
現
在
、
常
磐
松
文
庫
・
黒
川
文
庫
・
山
岸
文
庫
の

各
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
均
し
、
「
写
本
・
新
写
本
の
部
」
「
古
活
字
本
の
部
」
「
版
本
の
部
」
に
分
類
し
て
掲
載

し
た
。
そ
の
際
、
黒
川
文
庫
本
と
山
岸
文
庫
本
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
庫
の
函
架
番
号
を
付
し
て
お
い
た
。

調
査
報
告
五
十
七

一
塁
認
津
騨
簿
詣
電
子
叢
書
Ｉ
』
〈
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
篇
〉
所
収
の
資
料
と
重
複
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
書
誌
冒
頭
の
書
名
の
下
に
、
「
（
＊

当
」
の
如
く
、
識
別
番
号
＊
お
よ
び
〈
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
篇
〉
で
の
所
収
番
号
（
①
～
⑧
）
を
併
記
し
て
お
い
た
。
但
し
物
語
本
文
を
持
た
な

凡

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
狭
衣
物
語
』
諸
本
書
誌

例

上

野

英

子
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一
整
版
本
で
、
各
種
序
践
や
押
絵
等
の
記
載
事
項
が
同
じ
場
合
に
は
、
初
出
の
場
合
に
の
み
翻
刻
な
い
し
は
詳
細
を
説
明
し
、
以
下
は
そ
の

有
無
や
掲
載
場
所
等
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
ｃ

一
印
記
は
主
立
っ
た
旧
蔵
者
の
も
の
を
紹
介
し
、
本
学
図
書
館
で
捺
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
」
（
単
郭
朱
挺

方
円
印
）
「
常
磐
松
文
庫
印
」
（
単
郭
朱
長
方
印
）
は
省
略
し
た
。
ま
た
諸
本
に
は
本
学
図
書
館
の
原
簿
番
号
が
五
桁
の
漢
数
字
で
墨
書
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
省
略
し
た
。

一
原
則
と
し
て
、
表
紙
や
題
叢
・
内
郭
の
寸
法
（
表
示
方
法
は
縦
×
横
、
糎
）
は
、
第
一
冊
目
に
よ
っ
た
。
損
傷
も
し
く
は
剥
落
等
に
よ
り

問
題
の
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、
第
二
冊
目
（
そ
れ
も
問
題
の
あ
る
場
合
に
は
更
に
次
の
冊
）
を
採
用
し
た
。
ま
た
字
高
と
一
行
字
数
は
序
等
を

除
い
た
本
文
篇
第
一
丁
目
表
（
字
数
は
冒
頭
行
）
に
、
片
面
行
数
は
同
丁
裏
に
よ
っ
た
。

一
奥
書
・
識
語
等
の
翻
字
に
際
し
、
朱
字
は
「
」
（
朱
）
等
の
記
号
を
用
い
た
。
ま
た
参
考
と
し
て
序
践
本
文
の
異
同
を
示
し
た
場
合
も

あ
る
が
、
そ
の
際
は
該
当
個
所
に
傍
線
を
引
き
、
続
く
（
）
内
に
対
校
本
の
本
文
を
記
し
た
。

【
写
本
・
新
写
本
の
部
】

聿
冒
珪
恥

－149－



巻
首
題
「
狭
衣
巻
第
一
‐

が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。

全
冊
一
筆
。
奥
書
・
識
》

旧
蔵
者
印
記
「
岡
田
真
一

紺
地
金
泥
紙
表
紙
。
左
肩
に
朱
色
地
に
金
泥
彩
画
書
題
叢
貼
付
。
題
叢
寸
法
一
四
・
○
×
三
・
五
糎
。
題
字
は
全
冊
一
筆
で
「
狭
衣

一
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
外
題
と
巻
序
を
墨
書
。

見
返
し
に
は
布
目
地
に
菊
花
型
押
の
金
箔
を
貼
り
、
さ
ら
に
松
や
菖
蒲
を
彩
画
す
る
。

本
文
料
紙
は
金
泥
下
絵
付
き
鳥
の
子
。
前
遊
紙
各
冊
一
丁
。

巻
首
題
「
狭
衣
巻
第
一
」
（
第
一
冊
目
、
以
下
准
之
）
。
片
面
十
行
・
一
行
十
七
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
三
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き

２
常
磐
松
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
」

写
本
四
冊
（
物
語
）
。
袋
綴
（
四
孔
、

表
紙
寸
法
二
六
・
三
×
二
○
・
五
糎
。

紺
無
地
紙
表
紙
。
中
央
に
朱
色
（
第

題
字
は
全
冊
一
筆
で
「
さ
こ
ろ
も

写
本
四
冊
（
物
語
）
。
列
帖
装
（
各
冊

表
紙
寸
法
二
三
・
三
×
一
七
・
五
糎
。

１
常
磐
松
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
」
（
＊
①
）

黒
漆
箱
入
り
。
上
蓋
中
央
に
題
篭
を
模
し
て
、
霞
流
し
に
「
さ
こ
ろ
も
」
と
沈
金
。

写
本
四
冊
（
物
語
）
。
列
帖
装
（
各
冊
六
～
八
括
・
四
孔
・
朱
色
糸
）
。

奥
書
・
識
語
．
書
き
入
れ
等
無
し
。
本
文
は
流
布
本
系
。

「
岡
田
真
之
蔵
書
」
（
複
郭
朱
長
方
印
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
岡
田
真
氏
）
。
最
豪
華
美
装
本
。

（
第
一
冊
目
）
ま
た
は
卵
色
（
第
二
冊
目
以
降
）
の
無
地
書
題
祭
を
貼
付
。
題
叢
寸
法
一
五
・
二
×
三
・
五
糎
。

画
一
」
（
第
一
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
外
題
と
巻
序
を
墨
書
。
ま
た
第
一
冊
目
の
象
、
題
祭
右
に
「
帛
」
と

後
綴
白
糸
）
。

こ
へ

第

地
の
文
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鼠
色
地
金
泥
小
花
散
ら
し
空
押
模
様
紙
表
紙
。
中
央
に
金
泥
下
絵
付
き
朱
色
題
叢
貼
付
。
題
叢
寸
法
一
四
・
三
×
三
・
○
糎
。
題
字
は
全
冊
一

筆
で
「
さ
こ
ろ
も
春
」
（
第
一
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
外
題
と
巻
序
を
墨
書
。

本
文
料
紙
鳥
の
子
。
見
返
し
白
紙
。
前
遊
紙
各
冊
一
丁
。

内
題
無
し
。
片
面
十
行
・
一
行
十
八
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
一
宇
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。

本
行
は
全
冊
一
筆
。
稀
に
異
文
注
記
が
あ
る
が
、
本
行
と
同
筆
。
奥
耆
・
識
語
等
無
し
。
流
布
本
系
。

旧
戯
者
印
記
「
濱
南
」
（
白
文
朱
正
方
小
型
印
）
「
残
花
書
屋
」
（
単
祁
朱
長
方
円
印
、
と
も
に
戸
川
残
佗
氏
）
。
「
岡
田
真
之
蔵
書
」
（
複
郭
未
長

３
常
磐
松
文
庫
蔵
「
さ
こ
ブ

紐
付
き
木
箱
入
り
。
上
蓋
の
圭

写
本
四
冊
（
物
語
）
。
列
帖
装

表
紙
寸
法
二
四
・
○
×
一
八
一

ま
た
朱
筆
に
よ
る
鈎
点
・
句
点
・
濁
点
ほ
か
、
版
本
傍
注
の
抜
粋
と
み
ら
れ
る
注
記
等
が
あ
る
。

識
語
、
第
一
冊
目
前
見
返
し
に
「
戌
申
七
七
」
（
睾
筆
）
「
八
太
／
全
部
／
四
巻
」
（
朱
）
。

旧
蔵
者
印
記
「
岡
田
真
之
蔵
書
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
「
御
巫
害
蔵
」
（
単
郭
朱
長
方
印
、
御
巫
清
勇
氏
）
他
。

本
文
料
紙
楮
斐
漉
き
混
ぜ
。
見
返
し
白
虹

内
題
無
し
。
片
面
十
一
行
・
一
行
二
十
一

書
き
。
奥
書
無
し
。
本
文
は
流
布
本
系
。

墨
書
し
た
茶
色
小
紙
片
を
貼
付
す
る
《

「
さ
こ
ろ
も
」

上
蓋
の
表
中
央
に
「
さ
こ
ろ
も
」
と
墨
害
し
、
箱
の
側
面
に
は

列
帖
装
（
各
冊
六
～
九
括
・
四
孔
・
利
休
鼠
色
糸
）
。

見
返
し
白
紙
。
前
遊
紙
各
冊
一
丁
（
但
し
第
一
冊
目
は
欠
丁
）
。

一
行
二
十
一
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、

渕繭
1上｡詮

、

「
〃
」
と
記
し
た
耆
票
を
貼
付
（

地
の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。
寄
り
合
い

1←T
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写
本
六
冊
（
物
語
・
下
紐
）
。
列
帖
装
（
各
冊
四
～
六
括
・
四
孔
・
小
豆
色
糸
）
。

を
貼
付
。

紺
地
金
泥
紙
表
紙
。
中
央
に
、
金
泥
霞
み
流
し
白
地
耆
題
葵
貼
付
。
題
叢
寸
法
一
三
・
四
×
二
・
七
極
。
題
字
は
全
冊
一
筆
で
「
狭
衣
春
」

（
第
一
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
外
題
と
巻
序
を
墨
書
。

本
文
料
紙
鳥
の
子
。
布
目
地
模
様
金
箔
見
返
し
。
前
遊
紙
各
冊
一
丁
。

内
題
無
し
。
片
面
十
行
・
一
行
十
八
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。

全
冊
一
筆
。
稀
に
異
文
表
示
も
あ
る
が
本
行
書
写
者
の
筆
か
。
奥
書
・
識
語
等
無
し
。
流
布
本
系
。

５
常
磐
松
文
庫
蔵
中
臣
祐
範
奥
書
本
「
さ
こ
ろ
も
」
（
＊
②
）

紐
付
き
木
箱
入
り
。
上
蓋
に
「
さ
こ
ろ
も
四
冊
／
し
た
ひ
も
二
冊
」
と
墨
書
。
上
蓋
側
面
に
「
さ
こ
ろ
も
（
写
）
」
と
．
ヘ
ン
書
き
し
た
小
紙
片

旧
蔵
者
印
記
無
し
。

第
一
冊
目
第
一
丁
士

４
常
磐
松
文
庫
蔵
「
狭
衣
」

沈
金
黒
漆
箱
入
り
。
上
蓋
の
左
下
端
に

写
本
四
冊
（
物
語
）
。
列
帖
装
（
各
冊
一

表
紙
寸
法
二
三
・
四
×
一
六
・
五
糎
。

方
印
）
。
美
装
本
。丁

表
に
「
Ｓ
拓
・
１
．
７
」
と
日
付
の
入
っ
た
一
誠
堂
書
店
の
紙
票
が
は
さ
ん
で
あ
る
。

（
一
七
一
■
）

下
端
に
「
さ
こ
衣
／
草
し
」
と
墨
書
し
た
紙
票
を
貼
付
。

（
各
冊
六
～
九
括
・
四
孔
・
朱
糸
）
。
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見
返
し
は
、

銀
霞
流
し
。

聿
冒
寸
診
ス
》
◎

表
紙
寸
法
一
六
・
○
×
一
五
・
二
糎
。

物
語
四
冊
は
紺
地
金
泥
紙
表
紙
。
下
姉

題
叢
寸
法
八
・
八
×
二
・
五
糎
。
題
一

六
冊
と
も
、
本
文
料

〈
物
語
四
冊
の
場
合
〉

〈
下
紐
二
冊
の
場
合
〉

前
遊
紙
各
冊
一
丁
。
後
遊
紙
三
丁
。
巻
首
題
「
下
ひ
も
二
」
「
狭
衣
第
三
」
願

本
文
に
の
み
、
系
図
の
線
や
引
歌
の
鉤
点
等
に
朱
筆
が
入
る
。
『
し
た
ひ
も
Ｅ

此
し
た
ひ
も
と
い
ふ
さ
衣
の
抄
は
な
か
ら
の

橋
の
あ
た
り
よ
り
よ
る
つ
の
物
語
を

あ
つ
め
給
へ
る
中
に
も
筆
の
あ
や
ま
り

を
う
つ
し
け
る
主
些
こ
と
ば
り
た
し
か
な

ら
さ
る
所
ノ
、
を
し
る
す
へ
し
と
有
し

前
遊
紙
各
冊
一
丁
。
後
遊
紙
一
～
五
丁
。
内
題
無
し
。
片
面
十
行
・
一
行
十
五
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
一
字
下
げ
二
行
分
か
坐
り
雪
き
、
地

の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。
本
文
は
流
布
本
系
。

一
冊
の
場
合
〉

物
語
四
冊
は
各
種
型
押
し
金
箔
を
使
用
（
第
一
冊
格
子
・
第
二
冊
菱
繋
ぎ
・
第
三
冊
亀
甲
・
第
四
冊
七
宝
繋
ぎ
）
、
下
紐
二
冊
は
金

本
文
料
紙
は
鳥
の
子
で
、
全
冊
一
筆
。

下
紐
二
冊
は
紺
無
地
紙
表
紙
。
表
紙
中
央
に
、
紗
綾
形
薄
緑
色
地
に
金
泥
霞
流
し
の
害
題
菱
を
貼
付
。

題
字
は
全
冊
一
筆
で
、
「
さ
こ
ろ
も
一
（
～
四
）
」
、
「
し
た
ひ
も
二
一
（
三
四
ご
と
外
題
と
巻
序
を
墨

「
挟
衣
第
四
下
紐
」
。

こ
冒
頭
に
、
次
の

片
面
十
行
・
一
行
卜
三
字
内
外
。
下
紐

〈
天
正
一
八
年
沙
捕
半
醒
序
〉
あ
り
。
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を
は
ん
ぬ
沙
彌
半
醒
」

『
し
た
ひ
も
三
四
』
冊
の
注
釈
奥

見
解
な
は
此
抄
に
を
よ
ふ
へ
か
ら
す

一
条
禅
閤
宗
祇
な
と
も
て
あ
そ
ひ

給
は
ぬ
に
よ
り
講
釈
な
と
た
え
た
る

へ
し
系
図
は
遁
遙
院
殿
あ
そ
は
し

け
り
つ
れ
ｊ
、
の
ま
き
ら
は
し
に
御
覧
あ
ら
ん

人
ノ
ー
猶
あ
や
ま
り
を
あ
ら
た
め
ら
る
へ
し

天
正
十
八
年
初
冬
に
書
写
の
功

普
掛
堂
の
僧
衆
に
力
を
合
て

帰
り
け
り
抑
光
源
氏
物
語
の
心

造
営
の
次
ね
は
ん
経
の
箱
の
底
に

下
ひ
も
と
外
題
に
あ
る
草
子
を
染
る
」

に
明
神
の
あ
た
へ
給
へ
る
と
懐
中
し
て

卜
ひ
も
三
四
』
冊
の
注
釈
奥
に
年
月
・
署
名
の
な
い
、
次
の
〈
下
紐
賊
〉
あ
り
。

此
物
語
の
ば
て
も
源
氏
夢
の
浮
橋

か
ば
古
本
を
ぷ
る
に
心
も
詞
も
わ
き
か
た

く
て
過
行
に
賀
茂
の
神
垣
ち
か
き

の
面
影
也
少
年
と
害
そ
め
て
残
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題
字
は
「
さ
こ
ろ
も

見
返
し
白
紙
。
本
文

〈
物
語
四
冊
の
場
合
〉

写
本
全
六
冊
（
物
語
・
下
紐
）
。
袋
綴

表
紙
寸
法
二
四
・
六
×
一
八
・
七
糎
。

紺
布
目
地
に
金
泥
彩
色
紙
表
紙
。
中
市

題
字
は
「
さ
こ
ろ
も
一
（
～
四
）
」

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。

漆
塗
り
木
箱
入
り
。

た
小
紙
片
を
貼
付
。

６
常
磐
松
文
庫
蔵
寛
佐
奥
書
本
「
さ
こ
ろ
も
」
（
＊
③
）

漆
塗
り
木
箱
入
り
。
上
蓋
の
中
央
に
題
字
「
さ
こ
ろ
も
」
と
墨
書
、
側
面
に
は
「
さ
こ
ろ
も
／
元
和
四
年
／
連
歌
師
寛
佐
／
書
写
」
と
墨
書
し

天
正
二
十
年
三
月
日
中
臣
祐
範

旧
蔵
者
印
記
「
岡
田
真
之
蔵
書
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
、
「
芸
叢
」
（
白
文
菱
形
朱
印
）
「
芸
叢
之
印
」
（
単
郭
朱
正
方
大
型
印
、
と
も
に
龍
門
文
庫
印

同
冊
睾
付
き
本
文
最
終
丁
オ
に
、
次
の
書
写
奥
書
あ
り
。

此
狭
衣
抄
二
冊
臨
江
斎
紹
巴

此
狭
衣
抄
二
冊
臨
江
斎

被
注
之
依
許
可
書
写
之
畢

お
ほ
く
か
き
と
里
め
た
り
四
冊
を
全

部
も
心
あ
る
へ
し
は
か
り
か
た
し
後
生

の
人
し
る
さ
る
へ
し

中
央
に
金
泥
下
絵
付
き
黄
色
題
釜
（
第
二
冊
目
の
桑
青
色
）
を
貼
付
、
題
叢
寸
法
一
五
・
三
×
三
・
一
糎
。

）
」
「
し
た
ひ
も
上
（
下
）
」
と
外
題
と
巻
序
を
墨
書
。
題
字
・
本
文
と
も
に
全
冊
一
筆
。

（
四
孔
・
茶
色
糸
）
。
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〈
下
紐
二
冊
の
場
合
〉

『
下
紐
上
』
冒
頭
に
、
次
の
〈
天

（
）
内
に
そ
の
異
文
を
示
す
。

前
遊
紙
各
冊
一
丁
。
後
遊
紙
○
～
一
丁
。
巻
首
題
「
下
紐
第
二
」
「
狭
衣
第
二
」
「
狭
衣
第
三
」
「
狭
衣
第
四
」
。
片
面
九
行
・
一
行
十
五
字

内
外
。
下
紐
本
文
に
は
昌
叱
説
が
入
る
。
ま
た
系
図
線
に
朱
墨
を
使
用
。

『
下
紐
上
』
冒
頭
に
、
次
の
〈
天
正
十
八
年
半
醒
序
〉
あ
り
。
参
考
の
た
め
、
前
掲
中
臣
祐
範
本
と
の
異
同
箇
所
に
傍
線
を
引
き
、
続
く

前
遊
紙
各
冊
一
丁
（
但
し
第
四
冊
目
は
欠
丁
）
。
後
遊
紙
各
冊
○
～
二
丁
。
内
題
無
し
。
片
面
九
行
・
一
行
十
八
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
一

宇
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。
本
文
は
流
布
本
系
。
猶
、
物
語
本
文
中
の
句
点
・
鉤
点
に
朱
筆
が
入
り
、

本
行
と
は
別
筆
と
見
ら
れ
る
訂
正
・
言
き
入
れ
等
の
墨
書
も
稀
に
あ
る
。
巻
一
に
は
、
本
文
（
経
文
）
の
訓
象
を
墨
害
し
た
付
笑
一
枚
も

貼
付
さ
れ
て
い
る
。

此
下
紐
（
し
た
ひ
も
）
と
い
ふ
狭
（
さ
）
衣
の
抄
は
な
か
ら
の
橋
の

あ
た
り
よ
り
よ
る
つ
の
物
語
を
あ
つ
め
給
へ
る

中
に
も
筆
の
誤
（
あ
や
ま
り
）
を
写
（
う
つ
）
し
け
る
ま
上
こ
と
は
り

た
し
か
な
ら
さ
る
所
ｊ
、
を
し
る
す
へ
し
と
あ

り
（
有
）
し
か
は
古
本
を
承
る
に
心
も
詞
も
わ
き
か

た
く
て
過
行
に
賀
茂
の
神
塙
ち
か
き
普

賢
堂
の
僧
衆
に
力
を
合
て
造
営
の
次

浬
藥
（
ね
は
ん
）
経
の
箱
の
底
に
下
紐
（
ひ
も
）
と
外
題
に
あ

る
草
子
を
み
る
に
明
神
の
あ
た
へ
給
へ
る
と
」
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写
本
六
冊
（
目
録
並
年
序
・
系
図
手

表
紙
寸
法
一
二
・
四
×
一
八
・
二
糎
。

懐
中
し
て
帰
り
け
り
抑
光
源
氏
物
語
の
心

わ
き
ま
へ
た
ら
ん
人
は
（
見
解
な
は
）
此
抄
に
及
（
を
よ
）
ふ
へ
か
ら
す
一

条
禅
閤
宗
祇
な
と
翫
（
も
て
あ
そ
）
ひ
給
は
ぬ
に
よ
り
講

尺
な
ど
絶
（
た
え
）
た
る
へ
し
系
図
は
遁
遙
院
殿
あ
そ

は
し
け
り
つ
れ
ｊ
、
の
ま
き
ら
は
し
に
御
覧
あ

ら
ん
人
ｊ
、
猶
あ
や
ま
り
を
あ
ら
た
め
ら
る
へ
し

天
正
十
八
年
初
冬
に
書
写
（
書
写
の
功
）
を
は
ん
ぬ

沙
彌
半
醒
」

『
下
紐
下
』
最
終
項
目
に
、
年
月
・
書
名
の
無
い
〈
下
紐
践
〉
（
祐
範
本
と
同
文
に
つ
き
略
）
あ
り
。

同
冊
最
終
丁
オ
に
、
次
の
本
奥
書
あ
り
。

本
云

此
抄
二
冊
者
去
年
以
昌
俔
所
持
之
本
令

校

書
写
之
今
蕊
又
以
法
橋
昌
琢
本
按
之
了

元
和
四
年
應
鐘
朔
日
寛
佐

旧
蔵
者
印
記
「
岡
田
真
之
蔵
書
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
。

７
常
磐
松
文
庫
蔵
「
さ
衣
」

写
本
六
冊
（
目
録
並
年
序
・
系
図
・
下
紐
・
物
語
）
。
袋
綴
（
四
孔
、
緑
色
糸
）
。
角
裂
れ
付
き
。
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薄
繧
色
無
地
紙
表
紙
。
左
肩
に
卵
色
金
箔
散
ら
し
害
題
菱
貼
付
。

題
叢
寸
法
一
○
・
○
×
二
・
七
糎
。
題
字
は
全
冊
一
筆
。
各
冊
の
外
題
・
巻
首
題
・
尾
題
は
以
下
の
通
り
。

第
六
冊
目
一
「
さ
衣
四
（
上
／
中
／
下
）
」

第
四
冊
目

第
三
冊
目

現
行
冊
序
一
外
題
（
書
題
叢
）

第
一
冊
目
一
「
さ
衣
年
序
全
」

第
五
冊
目
一
「
さ
衣
三
（
上
／
中
／
下
）
」

第
二
冊
目
一
「
狭
衣
下
ひ
も
」

「
さ
衣
一
（
上
／
下
）
」

「
さ
衣
二
（
上
／
下
）
」

巻
首
題

「
狭
衣
目
録
井
年
序
」

「
狭
衣
系
圖
」

「
狭
衣
ひ
も
才
ご

「
狭
衣
下
ひ
も
第
二
」

「
狭
衣
下
ひ
も
第
三
」

「
狭
衣
下
ひ
も
第
四
」

「
狭
衣
巻
第
一
之
上
」

「
狭
衣
巻
第
一
之
下
」

「
狭
衣
巻
第
二
之
上
」

「
狭
衣
巻
第
二
之
下
」

「
狭
衣
巻
第
三
之
上
」

「
狭
衣
巻
第
三
之
中
」

「
狭
衣
巻
第
三
之
下
」

「
さ
こ
ろ
も
巻
第
四
之
上
」

「
狭
衣
巻
第
四
之
中
」

「
狭
衣
巻
第
四
之
下
」

尾
題

「
狭
衣
目
録
終
」

（
ナ
シ
）

狭
衣
下
ひ
も
第
一
終

狭
衣
下
ひ
も
第
二
終

狭
衣
下
ひ
も
第
三
終

狭
衣
下
ひ
も
第
四
終

狭
衣
巻
第
一
之
上
終

狭
衣
巻
第
一
之
下
終

狭
衣
巻
第
二
之
上
終

狭
衣
巻
第
二
之
下
終

狭
衣
巻
第
三
之
上
終

狭
衣
巻
第
三
之
中
終

狭
衣
巻
第
三
之
下
終

さ
こ
ろ
も
巻
第
四
之
上
終

狭
衣
巻
第
四
之
中
終

狭
衣
巻
第
四
之
下
終
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が
、
同
じ
く
承
応
三
年
版
本
と
の

〈
天
正
十
八
年
初
冬
沙
彌
半
醒
序
〉

『
下
ひ
も
』
は
片
面
十
七
行
・
一
行
十
五
字
内
外
。
冒
頭
に
〈
天
正
十
八
年
初
冬
沙
彌
半
醒
序
〉
を
、
ま
た
尾
題
「
狭
衣
巻
第
四
之
下
終
」
の

次
に
丁
を
代
え
て
、
〈
天
正
十
九
年
三
月
九
日
臨
江
斎
法
眼
紹
巴
奥
書
〉
と
〈
承
応
三
年
切
臨
祓
文
〉
〈
刊
記
〉
を
掲
載
す
る
。
以
下
翻
字
す
る

が
、
同
じ
く
承
応
三
年
版
本
と
の
異
同
を
し
る
す
。

該
書
は
、
「
狭
衣
目
録
井
年
序
」

し
清
濁
や
振
り
仮
名
等
は
略
）
。

こ
の
（
此
）
下
ひ
も
と
い
ふ
さ
衣
（
ご
ろ
も
）
の
抄
は
な
か
ら
の

は
し
（
橋
）
の
あ
た
り
よ
り
よ
る
つ
の
物
か
た
り
を
あ
つ

め
給
へ
る
中
に
も
ふ
て
（
筆
）
の
あ
や
ま
り
を
う
つ
し

け
る
ま
上
こ
と
わ
（
は
）
り
た
し
か
な
ら
さ
る
所
ノ
く
ｌ
を

し
る
す
へ
し
と
有
（
あ
り
）
し
か
は
古
本
を
ゑ
（
見
）
る
に
心
も

…
さ
れ
は
／
か
き
あ
ら
は
せ
る
所
は
三
代
の
帝
年
八
十

二
ヶ
年
也
こ
の
内
（
此
う
ち
）
二
巻
に
嵯
峨
院
の
あ
ら

ま
し
の
時
は
た
と
せ
世
を
を
（
お
）
さ
め
給
ふ

ら

と
あ
る
詞
と
り
は
（
詞
に
ょ
ら
は
）
す
へ
て
二
十
九
年
の
春
秋

ミ

の
こ
と
里
（
事
と
）
い
ふ
へ
か
ら
く
の
象
承
応
甲
午

年
季
夏
の
（
本
行
一
一
ナ
シ
）
比
東
京
黄
臺
山
釈

切
臨
拠
之

の
奥
に
、
次
の
〈
承
応
三
年
切
臨
賊
〉
を
有
す
。
参
考
の
た
め
、
承
応
三
年
版
本
と
の
異
同
を
併
示
す
る
（
但
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〈
天
正
十
九
年
三
月
九
日
臨
江
斎
法
眼
紹
巴
奥
書
〉

こ
の
（
此
）
物
か
た
り
（
語
）
の
ば
て
も
源
氏
夢
の
浮

は
し
（
橋
）
の
面
か
け
（
影
）
也
少
年
と
書
そ
め
て

残
多
（
お
ほ
）
く
か
き
と
Ｌ
め
た
り
四
冊
を

こ
と
葉
は
わ
き
か
た
く
て
過
行
（
ゆ
く
）
に
賀
も
（
茂
）

の
神
か
き
（
垣
）
ち
か
き
ふ
け
ん
（
普
賢
）
堂
の
僧
衆
に

ち
か
ら
を
合
せ
（
ナ
シ
）
て
造
営
の
次
ね
は
ん
経

外

の
は
こ
（
箱
）
の
底
に
下
ひ
も
（
紐
）
と
下
（
外
）
題
に
あ
る

一
一

双
紙
を
み
（
見
）
る
に
明
神
の
あ
た
へ
給
へ
る
と

懐
中
し
て
か
へ
り
け
り
抑
光
源
氏
の
物
語

の
心
見
解
な
は
此
抄
に
お
（
を
）
よ
ふ
へ
か
ら
す

一
条
の
（
本
行
一
一
ナ
シ
）
禅
閤
宗
祇
な
と
の
も
て
あ
そ
ひ

給
は
ぬ
に
よ
り
講
澤
な
と
絶
た
る
へ
し

系
圖
は
遁
遙
院
殿
あ
そ
は
し
げ
り
つ
れ

つ
れ
（
ノ
、
）
の
ま
き
ら
は
し
に
御
覧
あ
ら
ん
人
觜
」

猶
あ
や
ま
り
を
あ
ら
た
め
ら
る
へ
し

沙
彌
半
醒

天
正
十
八
年
初
冬
に
書
写
の
功
終
（
を
は
）
り
ぬ
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〈
刊
記
〉

〈
承
応
三
年
切
臨
践
文
〉

校
合
す
る
に
展
轆
耆
爲
の
あ
や
ま

り
に
損
落
の
文
字
又
前
後
の
錯
鼠

有
（
あ
り
）
て
是
非
を
わ
き
ま
へ

本
書
に
考
合
て
清
書
せ
し
め
早

時
承
應
甲
午
歳
仲
夏
日
東

尤
精
撰
な
る
へ
し
こ
の
こ
ろ
他
本
を
集
（
あ
つ
）
め

斯
さ
衣
（
こ
ろ
も
）
の
系
譜
は

院
入
道
堯
空
尊
者
の
御
作
云
々

全
部
も
心
あ
る
へ
し
は
か
り
か
た
し

後
生
の
人
し
る
さ
る
へ
し

承
應
三
甲
午
歳
季
秋
吉
辰

京
黄
臺
山
澤
野
切
臨
里

垂
恥
今
↑

天
正
十
九
年
三
月
九
日

臨
江
斎
法
眼
紹
巴

（
ナ
シ
）
（
烏
丸
通
一
条
上
ル
ー
町
目
三
木
氏
親
信
梓
行
）

の
系
譜
は
西
三
条
遁
遙

か
た
き
所
（
と
こ
ろ
）
ノ
ィ
、

〒
丁
」

－161－



写
本
全
八
冊
（
注
釈
だ
が
、
物
語
本
一

表
紙
寸
法
二
三
・
三
×
一
六
・
七
極
。

８
常
磐
松
文
庫
蔵
「
狭
衣
文
談
」

花
菱
織
茶
色
新
峡
入
り
。
左
肩
に
黄
色
峡
題
叢
を
貼
付
す
る
が
、
題
字
無
し
。

写
本
全
八
冊
（
注
釈
だ
が
、
物
語
本
文
も
全
文
掲
示
す
る
）
。
袋
綴
（
四
孔
・
白
糸
）
。
全
冊
裏
打
ち
補
修
済
恐
。

神
無
月
は
し
め
う
つ
し
終

該
書
は
承
応
三
年
版
本
の
安
政
六
年
転
写
本
で
あ
ろ
う
。

旧
蔵
者
印
記
「
万
里
小
路
睦
子
」
（
単
郭
朱
正
方
印
）
。

物
語
『
さ
衣
四
』
最

安
政
六
の
と
し

渋
引
紙
表
紙
、
左
肩
に
「
狭
衣
文
談
一
の
上
」
（
第
一
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
外
題
と
巻
序
を
墨
書
。
見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。
片
而

十
行
・
一
行
二
十
二
字
内
外
。
全
冊
一
筆
。

第
一
冊
目
、
料
簡
め
い
た
文
章
の
あ
と
に
、
次
の
〈
文
禄
三
年
自
序
〉
あ
り
。

抑
此
物
語
は
往
昔
よ
り
異
本
ま
ち
ｊ
、
に
し
て

く
た
ｊ
、
し
く
紛
れ
た
る
事
の
承
お
ほ
し
然
る
を

下
紐
に
そ
の
こ
と
は
り
を
糺
す
と
い
へ
ど
愚
耳
に

物
語
は
片
面
十
七
行
・
一
行
十
八
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
一
宇
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。
本
文
は
整
版
本
に

同
じ
。
最
版
本
の
振
り
仮
名
・
清
濁
・
挿
し
絵
等
は
省
略
す
る
が
、
傍
注
は
転
写
す
る
。

物
語
『
さ
衣
四
』
最
終
丁
に
、
次
の
書
写
奥
書
を
有
す
。
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を
表
示
す
る
。

奥
書
無
し
。
『

旧
蔵
者
印
記 文

禄
三
年
季
秋
日
桑
門

こ
の
あ
と
巻
首
題
「
狭
衣
文
談
巻

さ
と
し
か
た
き
所
お
ほ
く
且
又
義
理
の
た
か
ひ

な
と
粗
朶
え
侍
れ
は
是
を
糺
し
あ
か
さ
ん
と

と
し
月
心
に
か
け
侍
る
に
遁
遙
院
よ
り
聞
耆

の
も
の
と
て
一
と
を
り
亡
父
か
函
の
底
に
残
り

と
坐
ま
り
た
る
を
ゑ
い
で
坐
闇
夜
に
灯
を
え
た
る

物
か
ら
か
ね
て
又
聞
を
き
侍
り
け
る
抄
物
を
取

あ
は
せ
て
物
語
の
詞
を
残
ら
す
吾
つ
ら
ね
」

そ
の
義
理
を
こ
ま
か
に
し
る
し
つ
け
て
狭
衣

文
談
と
名
づ
く
是
又
他
見
の
た
め
に
す
る
に
は

あ
ら
す
予
か
独
嚥
と
な
さ
ん
こ
上
ろ
に
て
時
々

閑
暇
に
是
を
う
か
上
ひ
て
今
と
後
と
の
愚

意
を
又
か
入
む
く
き
也
寸
志
な
を
僻
案
あ
り
も
し

後
見
の
人
用
捨
し
て
了
簡
し
侍
る
へ
き
な
ら
し

『
国
害
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
該
耆
は
現
存
す
る
唯
一
の
完
本
で
あ
る
。

「
松
の
や
蔵
書
」
（
単
郭
朱
長
方
変
形
印
、
藤
井
高
尚
氏
）
。
物
語
本
文
は
流
布
本
系
。

「
狭
衣
文
談
巻
第
一
之
上
」
（
第
一
冊
目
）
が
入
り
、
奥
に
は
「
墨
付
百
こ
の
識
語
。
以
下
、
各
冊
の
巻
首
題
と
識
語
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浅
黄
色
絹
布
表
紙
。
左
肩
に
白
地
厚

紫
色
平
織
り
紐
（
爪
無
し
）
。
木
軸
。

９
常
磐
松
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
物
語
」
絵
巻
一
巻

紫
色
平
織
紐
つ
き
漆
函
入
り
。
絵
巻
一
巻
（
物
語
本
文
は
巻
一
前
半
の
、
し
か
も
抄
出
の
桑
）
。

浅
黄
色
絹
布
表
紙
。
左
肩
に
白
地
厚
紙
書
題
叢
貼
付
。
題
篭
寸
法
二
一
・
九
×
三
・
四
糎
。
題
字
「
佐
古
ろ
も
物
語
」
と
墨
書
。
押
竹
付
き
。

紙
高
二
九
・
八
糎
×
紙
幅
二
六
・
四
糎
前
後
の
美
濃
紙
を
数
枚
継
い
だ
も
の
。

見
返
し
白
紙
。
巻
首
題
無
し
。
訶
耆
は
一
行
字
数
九
字
前
後
。
巻
一
前
半
だ
け
の
、
そ
れ
も
抄
出
本
文
で
あ
る
が
、
流
布
本
系
に
近
い
。
各
詞

書
の
あ
と
、
群
青
・
緑
青
・
朱
丹
等
を
用
い
た
彩
色
絵
が
計
五
枚
入
っ
て
い
る
。
画
題
は
以
下
の
通
り
。

①
狭
衣
、
菖
蒲
を
持
っ
て
源
氏
宮
を
訪
う
。
狭
衣
の
恋
慕
。

②
宮
中
管
弦
。
狭
衣
が
笛
を
吹
き
、
天
稚
御
子
が
天
降
る
。

第
一
冊
目

第
二
冊
目

第
三
冊
目

第
四
冊
目

第
五
冊
目

第
六
冊
目

第
七
冊
目

第
八
冊
目 冊
序
巻
筒
題
識

狭
衣
文
談
巻
第
一
之
上

狭
衣
文
談
巻
第
一
之
下

狭
衣
文
淡
巻
第
二
之
上

狭
衣
文
淡
巻
第
二
之
下

狭
衣
文
談
巻
第
三
之
上

狭
衣
文
談
巻
第
三
之
下

狭
衣
文
淡
巻
第
四
之
上

狭
衣
文
淡
巻
第
四
之
下

墨
付
百
一

墨
付
八
十
八

墨
付
七
十
七

墨
付
九
十
八

塁
付
九
十
二

塁
付
九
十
七

墨
付
百
三
十
上

墨
付
九
十
一

｜
Ｌ
１

毛
ｊ
Ｌ

ｌ
ざ
Ⅲ
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（
マ
マ
）

詞
伏
見
院
御
震
翰

繪
土
佐
光
秀
真
跡

該
耆
は
、
東
京
博
物
館
蔵
『
狭
衣
物
語
絵
巻
』
模
写
本
（
江
戸
幕
府
の
御
用
絵
師
狩
野
栄
信
・
養
信
父
子
に
よ
る
模
写
）
の
転
写
本
で
あ
ろ
う
。

両
本
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
異
同
か
あ
る
。

ａ
詞
の
部
分
が
字
詰
め
・
行
取
り
・
挿
入
句
（
「
は
い
仁
や
」
）
に
い
た
る
ま
で
一
致
す
る
。

③
狭
衣
源
氏
宮
を
訪
い
、
恋
慕
を
訴
え
る
。

④
狭
衣
、
僧
に
拐
か
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
飛
鳥
井
姫
君
を
救
う
。

⑤
狭
衣
、
飛
鳥
井
姫
君
と
将
来
を
約
束
す
る
。

巻
末
に
花
押
（
人
物
不
明
）
及
び
次
の
奥
書
あ
り
。

東
博
本
が
模
写
し
た
原
本
の
方
は
、
断
簡
で
は
あ
る
が
四
図
四
幅
に
仕
立
て
直
し
た
も
の
が
、
同
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
幅
に
付
さ

ａ
詞
の
部
分
が
字
詰
め
・
行
取
恥

ｂ
絵
の
数
．
構
図
も
一
致
す
る
。

と
な
っ
て
い
る
。

ｄ
花
押
が
一
致
す
↓

ｔ
紙
高
は
該
書
が
一

た
形
跡
が
あ
る
。

Ｃ
但
し
絵
⑤
の
挿
入
位
置
の
み
異
な
る
。
即
ち
東
博
本
が
〔
絵
④
↓
詞
⑤
絵
⑤
〕
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
該
耆
で
は
〔
絵
④
⑤
↓
詞
耆
⑤
〕

ｅ
東
博
本
に
は
該
害
に
い
う
奥
書
が
無
く
、
「
栄
信
模
」
「
養
信
模
」
の
署
名
の
象
あ
る
。

ｔ
紙
高
は
該
書
が
二
九
・
八
糎
、
東
博
本
が
三
二
・
○
糎
で
、
該
書
の
方
が
小
さ
い
。
但
し
該
害
に
は
書
写
終
了
後
、
天
地
を
化
粧
裁
ち
し

一
致
す
る
。

御
数
寄
屋
御
道
具狭
衣
物
語

一
．
Ｏ

く
り
「
上



函
架
番
号
黒
川
一
ｎ

紺
無
地
峡
入
り
。
左
肩

写
本
十
二
冊
（
物
語
）
。

表
紙
寸
法
二
六
・
八
×

渦
文
様
に
花
の
型
押
し
灰
青
色
紙
表
紙
。
中
央
に
朱
色
題
叢
貼
付
。
題
篭
寸
法
一
五
・
五
×
三
・
一
糎
。
題
字
は
「
さ
こ
ろ
も
一
」
（
第
一

冊
目
、
以
下
准
之
）
と
外
題
と
冊
序
を
墨
書
す
る
。
各
冊
と
も
表
紙
右
肩
に
黒
川
家
の
分
類
印
「
物
語
」
（
単
辺
朱
円
印
）
を
捺
し
、
第
一
冊

目
の
桑
、
さ
ら
に
表
紙
右
下
端
に
「
共
十
二
冊
」
と
朱
書
す
る
。

各
冊
内
訳
は
、
第
一
・
二
冊
目
が
巻
一
、
第
三
～
五
冊
目
が
巻
二
、
第
六
～
九
冊
目
が
巻
三
、
第
十
～
十
二
冊
目
が
巻
四
と
な
る
。
各
冊
最
終

本
文
に
余
白
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
分
冊
方
法
は
該
書
が
書
写
さ
れ
た
当
初
か
ら
の
も
の
と
判
断
で
き
よ
う
。

見
返
し
白
紙
。
前
遊
紙
各
冊
一
丁
。
本
文
料
紙
楮
斐
漉
き
混
ぜ
。

内
題
無
し
。
片
面
十
行
・
一
行
二
十
二
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
地
の
文
が
そ
の
菫
ま
後
続
す
る
。
奥
書
・
識
語

無
し
。

、
屯
の
か
。

れ
た
板
橋
貫
雄
（
一
八
一
○
～
七
○
）
識
語
に
よ
れ
ば
、
「
…
正
し
く
か
の
ぷ
く
ら
（
稿
者
注
ｌ
「
東
の
比
え
の
中
堂
」
寛
永
寺
の
こ
と
）
に

あ
り
し
も
の
に
て
、
画
は
土
佐
光
秀
朝
臣
の
ふ
で
、
詞
耆
は
伏
見
の
帝
の
震
翰
と
い
ひ
伝
た
り
。
：
」
と
あ
る
。
該
害
の
奥
書
は
こ
れ
に
よ
っ
た

旧
蔵
者
印
記
無
し
。

10

黒
川
文
庫
蔵
ト
ー
冊
一

番
号
黒
川
一
○
八
。

左
肩
に
白
地
峡
題
叢
「
さ
こ
ろ
も
古
写
本
」
を
貼
付

語
）
。
袋
綴
（
四
孔
、
糸
は
白
と
茶
の
二
種
）
。

一
冊
本
「
さ
ご
ろ
も
」
（
＊
⑤
）

袋
綴
（
四
孔

一
九
・
二
糎
。
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該
耆
に
は
、
朱
筆
に
よ
る
鈎
点
・
句
点
・
異
文
表
示
記
号
「
イ
」
、
墨
筆
に
よ
る
異
文
注
記
等
の
書
き
入
れ
等
が
あ
る
。
但
し
目
立
つ
の
は
巻

一
～
二
ま
で
で
、
以
下
は
殆
ど
無
い
。
ま
た
第
十
冊
目
墨
付
き
本
文
三
十
七
丁
と
三
十
八
丁
と
は
前
後
逆
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
錯
簡
は

古
く
か
ら
の
も
の
ら
し
く
、
朱
筆
書
き
入
れ
者
も
そ
の
旨
を
注
記
し
て
い
る
。

旧
蔵
者
印
記
「
黒
川
真
頼
」
（
単
郭
朱
円
印
）
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
（
単
郭
未
長
方
印
）
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
（
単
郭
未
長
方
印
）
。
「
月
明
荘
」
（
単

郭
朱
長
方
印
、
反
町
茂
雄
氏
）
。

な
お
、
中
田
剛
直
氏
の
『
校
本
狭
衣
物
語
』
（
昭
和
五
一
～
五
三
年
桜
楓
社
）
で
、
第
一
類
本
系
統
第
二
種
と
し
て
対
校
に
用
い
ら
れ
た

本
に
「
黒
川
本
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
凡
例
に
よ
れ
ば
、

黒
黒
川
本
癖
剛
癩
岬
郭
蔵
岡
田
正
之
氏
旧
蔵

寄
り
合
い
書
き
。
本
文
は
流
布
本
系
。

１
ユ
－
１
卜
Ｌ
下
候
「
一
匠
匹
『
客
雁
冷
斐

函
架
番
号
山
岸
五

新
写
二
冊
（
物
語
。

れ
る
。

し
か
し
本
学
所
蔵
の
狭
衣
物
語
写
本
に
「
岡
田
正
之
」
印
の
も
の
は
無
い
。
或
い
は
こ
れ
は
「
岡
田
真
之
蔵
書
」
（
岡
田
真
氏
）
の
こ
と
か
と
も

思
わ
れ
る
が
、
こ
の
印
が
捺
し
て
あ
る
の
は
常
磐
松
文
庫
の
諸
本
で
あ
る
。
だ
が
、
本
学
所
蔵
の
黒
川
文
庫
の
狭
衣
物
語
写
本
が
該
書
一
本
だ

け
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
中
田
『
校
本
』
に
い
う
「
黒
」
の
異
文
が
該
害
の
本
文
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
等
か
ら
見
て
、
該
書
の
こ
と
か
と
思
わ

と
あ
る
。

ｕ
山
岸
文
庫
蔵
鈴
鹿
本
新
写

但
し
巻
二
・
巻
四
の
入
の
端
本
）
。
袋
綴
（
四
孔
・
白
糸
）
。

一
二
一
一
Ｏ

「
さ
こ
ろ
も
」
（
＊
⑦
）
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第
二
冊
目
、

函
架
番
号
山
岸
三
三
一
○
。

挟
衣
住
吉
物
語
四
巻
以
鈴
鹿
本
書
写
者
也
／
原
本
慶
長
頃
乃
至
其
以
前
古
写
本
／
也
今
葱
四
月
末
上
洛
序
借
覧
而
／
秋
十
月
旱
害
写
実

一
一
へ
一

／
巻
一
二
両
巻
誹
人
巻
三
四
両
巻
／
於
家
中
書
写
旱
／
昭
和
八
年
十
月
中
洗
森
雨
之
候
也
／
同
月
二
十
二
日
岸
廼
舎
識

該
書
は
昭
和
八
年
の
鈴
鹿
本
新
写
で
、
そ
れ
ぞ
れ
書
写
者
を
異
に
す
る
が
、
書
本
の
虫
食
い
痕
や
貼
付
さ
れ
た
付
菱
等
ま
で
腋
襲
し
た
忠
実
な

模
写
本
で
あ
る
。
但
し
識
語
に
云
う
巻
一
と
三
は
散
逸
。

旧
蔵
者
印
記
「
岸
廼
舎
蔵
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
、
と
も
に
山
岸
徳
平
氏
）
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
三
梗
紙
。
扉
各
冊
一
丁
。
扉
題
、
外
題
に
同
じ
。
巻
首
題
無
し
。

片
面
十
行
・
一
行
十
七
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
そ
の
ま
ま
地
の
文
が
後
続
す
る
。
奥
書
無
し
・

各
冊
奥
に
山
岸
氏
の
識
語
有
り
。
第
一
冊
目
、

鈴
鹿
本
叩
与
神
宮
文
庫
本
同
系
美
近
似
子
流
布
之
木
者
也
／
梶
井
宮
本
断
簡
亦
同
系
也
但
末
二
三
行
異
文
山
故
又
／
別
系
鰍

雌
然
断
簡
之
部
即
与
鈴
鹿
本
・
神
宮
本
同
者
也
／
昭
和
九
年
九
月
二
五
日
識
之

鈴
鹿
本
甲
与
金
沢
本
亦
合
芙
但
金
沢
本
以
大
島
本
系
本
文
／
校
訂
補
入
故
有
複
雑
之
箇
所
也

表
紙
寸
法
二
七
・
五
×
一
九

渋
染
風
紙
表
紙
。
中
央
に
白

「
狭
こ
ろ
も
四
」
と
墨
書
。

皿
山
岸
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
」
（
＊
⑧
）

一
七
・
五
×
一
九
・

中
央
に
白
地
に
複
郭
刷
枠
の
書
題
篭
貼
付
。
題
釜
寸
法
一
八
・
四
×
三
・
七
糎
。
題
字
は
そ
れ
ぞ
れ
「
さ
こ
ろ
も
二
」

五
糎
。
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渋
染
風
紙
表
紙
。
両
冊
と
も
、
左
肩
に
そ
れ
ぞ
れ
「
さ
こ
ろ
も
一
」
「
さ
こ
ろ
も
二
」
と
墨
書
。
ま
た
節
一
冊
目
の
桑
、
右
肩
に
「
宮
」

（
薄
い
朱
書
）
、
右
下
端
に
「
共
三
／
巻
三
欠
」
（
墨
書
）
と
あ
る
が
、
本
学
に
現
存
す
る
の
は
巻
一
・
二
の
単
で
巻
四
は
散
逸
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
三
梗
紙
。
扉
各
一
丁
（
扉
題
は
無
く
、
「
ご
「
二
」
と
巻
序
を
示
す
の
糸
）
・
巻
首
題
無
し
。
片
面
十
行
。
一
行
十
四
字

内
外
。
和
歌
は
改
行
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
地
の
文
は
改
行
し
て
後
続
す
る
。

奥
書
無
し
。
第
一
冊
目
奥
に
、
次
の
山
岸
氏
の
識
語
有
り
。

「
以
一
濱
之
序
加
朱
点
者
也
岸
廼
舎
」
（
朱
）

壽
兼
載
狭
衣
抄
摘
書
流
布
本
狭
之
耆
入
者
也
／
兼
壽
言
入
本
池
田
氏
蔵
之
其
轌
写
本
／
為
佐
々
木
信
綱
氏
之
蔵
芙
／
奥
云
「
延
宝
六

な
お
識
語
で
は
「
兼
寿
狭
衣
抄
」
へ
の
言
及
も
あ
る
が
、
該
書
は
猪
苗
代
兼
寿
の
『
狭
衣
抄
』
（
注
釈
）
で
は
な
く
、
非
流
布
本
系
物
語
本
文

の
新
写
本
で
あ
る
。
第
一
冊
目
表
紙
に
象
え
る
「
宮
」
が
底
本
に
関
す
る
情
報
か
。
ま
た
第
二
冊
目
奥
に
も
、
同
じ
く
山
岸
氏
の
、
諸
本
分
類

涯
関
す
る
心
覚
え
と
ゑ
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
が
、
略
す
。

旧
蔵
者
印
記
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
「
岸
廼
舎
蔵
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
。

ぞ
れ
確
認
で
き
る
。

新
写
二
冊
（
物
語
。
但
し
巻
一
巻
二
（

表
紙
寸
法
一
六
・
五
×
一
八
・
五
糎
。

紺
無
地
峡
入
り
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
該
書
に
は
山
岸
氏
の
朱
筆
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
朱
筆
は
、
第
一
冊
、
で
は
一
部
に
句
点
が
、
第
二
冊
目
で
は

「
コ
ノ
近
ヨ
リ
大
島
本
に
同
ジ
（
高
野
本
ト
ア
ワ
ン
）
」
（
⑬
オ
）
「
コ
ノ
辺
マ
デ
大
島
本
一
一
テ
高
野
本
一
二
ノ
リ
」
（
型
オ
）
等
の
注
記
が
、
そ
れ

兼
載
狭
衣
抄
摘
書
流
布
本
狭
之
幸

へ
一

年
五
月
十
三
日
一
校
合
耆
入
才
詑
」

巻
二
の
柔
の
端
本
）
。
袋
綴
（
四
孔
・
白
糸
）
。
角
裂
付
き
《
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渋
色
格
子
縞
紙
表
紙
（
第
一
・
三
・
四
冊
目
）
あ
る
い
は
渋
染
紙
表
紙
（
第
二
冊
目
）
。
各
冊
と
も
左
肩
に
白
地
に
複
郭
刷
枠
害
題
篭
を
貼
付
。

題
叢
寸
法
一
八
・
○
×
三
・
五
糎
。
題
字
は
「
狭
衣
こ
「
狭
衣
巻
二
」
「
狭
衣
三
」
「
狭
衣
四
」
と
外
題
と
巻
序
を
墨
言
す
る
。
ま

た
第
一
冊
目
表
紙
右
肩
に
「
内
閣
文
庫
本
」
、
第
二
冊
目
表
紙
右
肩
に
「
内
閣
本
」
、
第
四
冊
目
題
祭
下
に
「
止
」
と
墨
書
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
三
種
紙
。
第
一
冊
目
の
盈
扉
一
丁
（
扉
題
「
ご
）
。
前
遊
紙
各
冊
一
～
三
丁
。
巻
首
題
無
し
。
片
面
十
一
行
・
一
行

二
十
一
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。
奥
書
無
し
。
寄
合
書
き
。

「
書
籍
館
印
」
（
単
郭
朱
正
方
印
）
「
浅
草
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
「
和
学
講
談
所
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
「
日
本
政
府
図
書
」
（
単
郭
朱
正
方

印
）
「
内
閣
文
庫
」
（
単
郭
朱
正
方
印
）
の
印
記
を
模
写
。

各
冊
に
、
次
の
山
岸
氏
識
語
あ
り
。

表
紙
寸
法
二
六
・
九
×
一
九
・
一
糎
。

紺
無
地
峡
入
り
。
内
閣
文
庫
の
新
写
本
四
冊
（
物
語
）
。
袋
綴
（
四
孔
、
薄
茶
色
系
）
。

函
架
番
号
山
岸
三
一
三
一
・

班
山
岸
文
庫
蔵
「
狭
衣
」

第
一
冊
目
狭
衣
物
語
巻
一
内
閣
文
庫
本
也
／
昭
和
二
十
五
年
八
月
以
片
寄
氏
写
本
東
京
都
委
／
託
学
生
松
井
氏
書
写
了
／
昭
和
二
十
六

年
仲
呂
望
仮
綴
而
害
附
焉
／
岸
廼
舎
識

第
二
冊
目
狭
衣
物
語
巻
二
内
閣
文
庫
蔵
本
也
／
属
教
育
大
学
々
生
諸
子
書
写
者
也
／
昭
和
二
十
七
年
三
月
中
淀
／
三
月
三
十
一
日
朝
記

内
閣
本
狭
衣
巻
一
、
三
、
四
先
年
書
写
了
／
巻
二
荏
再
経
数
年
芙
今
蓬
一
月
製
本
依
嘱
／
二
月
十
七
日
製
本
了
／
今
日
於
書

陵
部
曲
籍
解
題
漢
籍
打
合
会
有
之
／
昭
和
三
十
一
年
二
月
十
七
日
夜
記
之
／
岸
廼
舎
識

之
／
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紺
無
地
峡
入
り
。
松
井
氏
の
新
写
本
一
冊
（
物
語
。
但
し
巻
三
の
象
。
こ
れ
に
巻
一
・
二
の
首
尾
が
加
わ
る
）
。

袋
綴
（
四
孔
、
白
糸
）
。
表
紙
寸
法
二
七
・
五
×
一
九
・
六
糎
。

巻
一
巻
二
首
尾

渋
染
風
紙
表
紙
。
左
肩
に
白
地
複
郭
刷
枠
書
題
叢
貼
付
。
題
祭
寸
法
一
八
・
五
×
三
・
七
糎
。
題
字
「
さ
こ
ろ
も
巻
三
」
。
表
紙
右
肩
に
「
松

井
本
」
、
右
下
端
に
「
共
一
」
と
墨
書
し
、
右
下
端
に
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
を
捺
す
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
三
梗
紙
。
扉
各
巻
一
丁
。
中
央
部
に
扉
題
「
松
井
挙
四
欽
さ
一
」
ろ
も
一
」
（
巻
一
首
尾
分
）
「
さ
こ
ろ
も
二
」
（
巻
二

首
尾
分
）
「
さ
こ
ろ
も
三
」
（
巻
三
分
）
を
墨
書
し
、
い
ず
れ
も
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
を
捺
す
。

巻
首
題
無
し
。
片
面
十
三
行
・
一
行
二
十
四
字
内
外
。
和
歌
は
改
行
二
字
下
げ
一
行
書
き
、
地
の
文
は
改
行
し
て
後
続
す
る
。
巻
三
の
詮
本
文

訂
正
（
誤
写
の
訂
正
か
）
と
異
文
表
記
に
朱
筆
が
入
る
。

奥
書
な
し
。
奥
に
、
次
の
山
岸
氏
の
識
語
あ
り
。

狭
衣
物
語
三
冊
松
井
博
士
蔵
本
也
巻
四
鉄
本

圖
耆
寮
蔵
列
帖
色
紙
三
冊
本
（
巻
三
欠
本
）
同
系
也

今
耆
爲
松
井
本
巻
三
補
圖
害
寮
本
者
也

皿
山
岸
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
，

函
架
番
号
山
岸
三
三
一
二
。

必
山
岸
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
」

第
三
冊
目
狭
衣
／
内
閣
本
石
崎
氏
写
焉
／
昭
和
二
十
六
年
夏
八
月

第
四
冊
目
狭
衣
／
内
閣
本
石
崎
氏
書
写
者
也
昭
和
二
十
六
年
夏
八
月

旧
蔵
者
印
記
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
。
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過
常
磐
松
文
庫
蔵
「
古
活
字
版
狭
衣
物
語
」
（
＊
④
）

草
花
織
文
薄
緑
峡
入
り
。
左
肩
に
峡
題
祭
「
狭
衣
物
語
」
を
貼
付
。

古
活
字
本
八
冊
（
物
語
）
。
袋
綴
（
四
孔
、
但
し
旧
綴
孔
あ
り
。
青
糸
だ
が
、
第
八
冊
目
の
み
茶
色
糸
）
。
表
紙
寸
法
二
八
・
○
×
一
九
・
六
糎
。

渦
文
様
地
に
草
花
型
押
し
紺
色
紙
表
紙
。
八
冊
中
四
冊
の
桑
（
第
二
・
三
・
五
・
六
冊
目
）
、
左
肩
に
白
地
刷
題
篭
が
残
る
。
題
叢
寸
法
一
七
・

二
×
三
・
五
糎
。
題
字
は
「
狭
衣
巻
第
二
上
」
（
第
二
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
外
題
と
巻
序
を
示
す
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。
全
冊
裏
打
補
修
済
み
。

版
式
（
無
辺
無
界
。
字
高
一
六
・
四
糎
。
片
面
十
二
行
・
一
行
二
十
一
字
内
外
。
版
心
注
記
無
し
）
。

各
冊
と
も
、
巻
首
題
と
尾
題
、
ま
た
の
ど
奥
に
巻
序
と
丁
付
（
た
だ
し
綴
糸
の
奥
で
、
影
印
で
は
象
え
な
い
）
あ
り
。

次
に
冊
毎
の
巻
首
題
・
尾
題
・
丁
付
を
表
に
ま
と
め
る
。

昭
和
八
年
十
一
月
二
十
三
日
斜
陽
窟
下
識
焉岸

廼
舎

今
弦
十
一
月
上
涜
於
家
中
書
写
者
也

旧
蔵
者
印
記
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
。

《
古
活
字
版
の
部
】

松
井
本

全
同
系
也

（
巻
四
鉄
巻
之
分
）
与
圖
害
寮
列
帖
本
（
巻
三
秩
巻
之
分
）
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紺
無
地
峡
入
り
。
左
肩
に
白
地
峡
題
叢
「
狭
衣
古
活
字
本
」
を
貼
付
。
側
面
に
も
「
狭
衣
古
活
字
本
」
と
墨
書
し
た
小
紙
片
を
貼
付
。

古
活
字
版
八
冊
（
物
語
）
。
袋
綴
（
四
孔
、
青
糸
）
。
表
紙
寸
法
二
八
・
○
×
二
○
・
七
糎
。

唾
黒
川
文
庫
蔵
「
古
活
｛

函
架
番
号
黒
川
一
○
九
。

和
歌
は
改
行
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。
奥
書
無
し
。
無
刊
記
。

第
一
冊
目
本
文
一
丁
表
に
よ
れ
ば
、
川
瀬
一
馬
暴
古
活
字
版
之
研
究
』
所
載
〈
元
和
中
無
刊
記
本
（
イ
）
種
〉
の
図
版
に
同
じ
。

第
二
・
三
・
五
・
六
・
七
冊
目
奥
に
「
柳
野
」
、
第
四
・
八
冊
目
奥
に
「
柳
野
所
持
本
」
の
識
語
。

一
部
墨
筆
に
よ
る
本
文
訂
正
等
の
書
き
入
れ
あ
り
。

旧
蔵
者
印
記
な
し
。

冊
序

第
一
冊
目

第
二
冊
目

第
三
冊
目

第
四
冊
目

第
五
冊
目

第
六
冊
目

第
七
冊
目

第
八
冊
目

「
古
活
字
版
狭
衣
」
（
＊
⑥
）

巻
首
題
尾
題

狭
衣
巻
第
一
之
上
狭
衣
巻
第
一
之
上

狭
衣
巻
第
一
之
下
狭
衣
巻
第
一
之
下

狭
衣
巻
第
二
之
上
ゞ
狭
衣
巻
第
二
之
上

狭
衣
巻
第
二
之
下
一
狭
衣
巻
第
二
之
下

狭
衣
巻
第
三
之
上
三
上

狭
衣
巻
第
三
之
下
狭
衣
巻
第
三
之
下

狭
衣
巻
第
四
之
上
狭
衣
巻
第
四
之
上

狭
衣
巻
第
四
之
下
狭
衣
巻
第
四
之
下

の
ど
奥
の
巻
序
丁
付

コ
ノ
ー
」
～
「
一
ノ
四
十
三
」

「
ニ
ノ
ご
～
「
ニ
ノ
三
十
六
」

「
三
ノ
ー
」
～
「
三
ノ
四
十
」

「
四
ノ
ー
」
～
「
四
ノ
四
十
」

「
五
ノ
ー
」
～
「
五
ノ
五
十
八
」

「
六
ノ
ー
」
～
「
六
ノ
六
十
三
」

「
七
ノ
ー
」
～
「
セ
ノ
七
十
八
一

「
八
ノ
こ
～
「
八
ノ
四
十
九
」
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古
活
字
本
四
冊
（
物
語
）
。
袋
綴
（
四
孔
、
肌
色
糸
）
。
全
冊
裏
打
補
修
済
み
。
表
紙
寸
法
二
七
・
二
×
一
九
・
八
糎
。

香
色
無
地
後
補
紙
表
紙
。
左
肩
に
白
地
後
補
書
題
叢
貼
付
。
題
叢
寸
法
一
八
・
一
×
三
・
六
糎
。
題
字
は
「
狭
衣
こ
（
第
一
冊
目
、
以
下

准
之
）
と
外
題
と
巻
序
を
示
す
。
各
冊
表
紙
右
肩
に
黒
川
家
の
分
類
印
「
物
語
」
（
単
郭
朱
丸
印
）
を
捺
し
、
更
に
第
一
冊
目
の
み
、
表
紙
右

黄
色
地
花
菱
模
様
峡
入
り

版
式
（
無
辺
無
界
。
字
高
一
二
・
八
糎
。
片
面
十
二
行
・
一
行
二
十
一
字
内
外
。
版
心
注
記
無
し
。
の
ど
に
巻
序
・
丁
付
あ
り
）
。
巻
首
題
・

尾
題
あ
り
。
詳
細
は
前
掲
常
磐
松
文
庫
蔵
「
古
活
字
版
狭
衣
」
の
表
に
同
じ
。
奥
書
・
識
語
無
し
。
無
刊
記
。

第
一
冊
目
一
丁
オ
に
よ
れ
ば
、
前
掲
晶
古
活
字
本
之
研
究
』
所
載
「
元
和
中
無
刊
記
本
（
ロ
）
種
」
の
図
版
に
同
じ
。
ま
た
同
丁
に
よ
っ
て

元
和
中
無
刊
記
本
（
イ
）
（
巳
の
二
種
を
比
較
す
る
に
、
二
三
七
活
字
中
三
七
活
字
（
連
綿
体
も
一
宇
毎
に
区
切
っ
て
計
算
）
を
異
に
す

冊
目
の
象
、
右
下
端
に
玉
谷

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。

Ⅳ
黒
川
文
庫
蔵
「
古
活
字
版
狭
衣
」

函
架
番
号
黒
川
「
補
遺
」
。

旧
蔵
者
印
記
「
黒
川
真
頼
」
（
単
辺
朱
円
印
）
「
黒
川
真
頼
蔵
耆
」
（
単
郭
朱
長
方
印
）
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
（
単
郭
朱
長
方
印
）
「
筒
井
蔵
言
」

（
単
郭
朱
大
型
円
印
）
。

る
⑥

渦
文
様
地
に
花
の
空
押
し
原
装
丹
表
紙
。
中
央
に
白
地
刷
題
釜
貼
付
。
題
叢
寸
法
一
七
・
六
×
三
・
五
糎
。
題
字
は
「
狭
衣
巻
第
一
上
」
（
第

一
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
、
外
題
と
巻
序
を
示
す
、
各
冊
と
も
右
肩
に
黒
川
文
庫
の
分
類
印
「
物
語
」
（
単
辺
朱
円
印
）
を
捺
し
、
更
に
第
一

冊
目
の
象
、
右
下
端
に
「
共
八
冊
」
と
墨
書
す
る
。
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右
〈
活
字
一
本
謝
尾
季
一
此
ノ
如
ク
年
号
及
心
也
開
板
ノ
字
ア
リ
此
ノ
本

版
〈
同
シ
ク
シ
テ
殖
ヤ
ゥ
異
ナ
リ
故
一
一
活
字
一
本
卜
記
シ
シ
」
（
朱
）

「
燈
山
一
校
早
源
道
別
（
花
押
）
」
（
淡
墨
）

第
一
冊
目
前
見
返
し
に
。
ヘ
ン
書
き
に
よ
る
次
の
付
葵
が
貼
付
。

版
式
（
無
辺
無
界
。
字
高
二
一
・
八
糎
。
片
面
十
二
行
・
一
行
二
十
一
字
内
外
。
版
心
注
記
無
し
。
の
ど
の
奥
に
巻
序
と
丁
付
あ
り
）
。

各
冊
に
前
掲
常
磐
松
文
庫
本
に
同
じ
巻
首
題
・
尾
題
あ
り
。

和
歌
は
改
行
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
、
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。

無
刊
記
。
第
一
冊
目
本
文
一
丁
表
に
よ
れ
ば
、
前
掲
暴
古
活
字
版
之
研
究
』
所
載
〈
元
和
中
無
刊
記
本
（
ロ
）
種
〉
の
図
版
に
同
じ
。

但
し
、
該
耆
の
場
合
、
版
心
に
墨
筆
に
よ
る
丁
付
の
書
き
入
れ
あ
り
、
ま
た
巻
三
上
の
二
六
オ
ー
二
七
丁
ウ
、
巻
四
上
ニ
オ
～
三
丁
ウ
、
巻
四

下
八
オ
ウ
・
十
六
オ
ウ
・
三
十
五
オ
は
補
写
。

全
冊
に
朱
・
墨
（
濃
淡
二
種
）
・
青
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
（
校
合
・
頭
注
傍
注
等
）
多
数
。
胡
粉
を
用
い
て
物
語
本
文
の
仮
名
遣
い
等
を
訂

正
し
た
例
も
あ
る
。
頭
注
に
は
「
契
沖
云
」
「
春
海
云
」
「
道
（
道
別
か
）
按
」
等
の
肩
付
き
が
あ
る
。
筆
跡
か
ら
推
す
に
、
校
合
の
多
く
は
同

筆
で
、
第
一
冊
目
表
紙
の
墨
筆
注
記
で
は
、
源
道
別
（
信
夫
顕
祖
、
天
保
三
年
没
六
十
八
才
）
と
す
る
。

第
四
冊
目
奥
に
、
次
の
三
種
の
識
語
あ
り
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。

肩
に
「
活
字
本
」
（
朱
書
）
「
源
道
別
校
合
本
共
四
冊
」
（
墨
書
）
の
書
き
入
れ
あ
り
。

「
元
和
九
年
五
月
中
旬
心
也
開
板

一
‐
文
化
十
年
歳
次
癸
酉
三
月
七
日
校
合
旱
」
（
濃
墨
）

1”r一
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道
別
、
由
豆
流
真
頼
伝
来
ル
チ
ル
ス

新
宮
城
旧
蔵
古
活
字
本
狭
衣
全
四
冊

昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
四
日
於
弘
文
荘

旧
蔵
者
印
記
「
鐘
礼
岳
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
、
但
し
第
一
・
二
冊
目
で
は
切
り
取
ら
れ
て
、
補
強
紙
を
裏
打
ち
し
た
上
に
、
後
述
す
る
岸

本
由
豆
流
や
黒
川
家
の
印
記
が
捺
さ
れ
て
あ
る
）
。
「
朝
田
家
蔵
害
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
「
岸
本
家
蔵
言
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
「
王
乃
由
豆
流
」

（
単
郭
朱
長
方
印
、
以
上
三
種
、
岸
本
由
豆
流
）
。
「
新
宮
城
蔵
書
」
（
単
郭
朱
長
方
印
、
水
野
士
佐
守
忠
央
）
。
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
「
黒
川
真
頼

蔵
書
」
「
月
明
荘
」
。

貼
付
。
題
篭
寸
法
二
二
・
一
×

〈
補
写
『
系
図
』
一
冊
の
場
合
〉

袋
綴
（
四
孔
、
小
豆
色
糸
）
。
表
紙
寸
法
二
七
・
六
×
一
九
・
四
糎
。

青
灰
色
地
金
泥
草
花
模
様
後
補
紙
表
紙
（
古
活
字
本
。
補
写
本
は
地
色
の
承
緑
色
に
替
え
る
）
。
左
肩
に
入
子
菱
地
草
花
型
押
し
金
箔
害
題
祭

貼
付
。
題
篭
寸
法
二
二
・
一
×
三
・
七
糎
。
題
字
は
全
冊
一
筆
。

ウ

欠
、_／

○

喝
山
岸
文
庫
蔵
「
古

函
架
番
号
山
岸
一
二

紺
無
地
峡
入
り
。
十
冊

書
題
祭
、
題
字
「
さ
こ
ろ
も
系
図
」
（
墨
書
）
。
題
篭
下
に
「
義
」
の
朱
書
、
さ
ら
に
表
紙
右
下
端
に
山
岸
氏
の
筆
で
「
系
図
／
下
紐
／
附

共
十
冊
」
と
墨
書
。
内
題
「
狭
衣
系
圖
」
。
見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。
践
文
は
な
い
が
切
臨
の
系
図
（
版
本
）
に
一
致
す
る
。
系
図

「
古
活
字
版
狭
衣
」

（
古
活
字
版
七
冊
は
物
語
。
但
し
巻
三
之
上
欠
。
「
系
図
」
補
写
一
冊
。
「
下
紐
」
補
写
二
冊
、
但
し
巻
三
・
四
の
分
は

一

／、

｡
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〈
補
写
『
下
紐
』
二
冊
の
場
合
〉

談
合
云
々

〈
古
活
字
版
「
物
語
」

刷
題
叢
、
題
字

耆
題
釜
の
題
字
・
内
題
・
尾
題
は
次
の
通
り
。

三巨
冒

0

線
・
頭
点
に
は
朱
墨
を
使
用
。
後
見
返
し
に
、
次
の
山
岸
氏
識
語
。

松
雲
堂
老
人
ヨ
リ
畦
私
三
十
七
年
三
月
末
日
／
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
中
梶
／
田
島
道
治
氏
周
旋
ニ
テ
茜
部
氏
／
蔵
書
ヲ
松
雲
堂
老
人
二

版
式
（
無
辺
無
界
。
字
高
一
二
・
八
糎
。
片
面
十
二
行
・
一
行
二
十
一
字
内
外
。
版
心
注
記
な
し
。
の
ど
の
奥
に
巻
序
と
丁
付
あ
り
）
。

各
冊
に
前
掲
常
磐
松
文
庫
本
と
同
じ
巻
首
題
・
尾
題
が
あ
る
。

無
刊
記
。
前
掲
常
磐
松
文
庫
本
と
同
版
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。

系
図
線
に
朱
筆
を
使
用
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。
冒
頭
に
〈
下
紐
序
文
〉
が
無
い
。
下
紐
は
巻
二
ま
で
。
本
文
は
切
臨
の
校
訂
（
整
版
）
と
同
文
。

題

さ
こ
ろ
も

さ
こ
ろ
も

通|字 七
冊
の
場
合
〉

「
さ
こ
ろ
も
一
之
上
」
（
墨
書
。
第
一
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
墨
書
。
物
語
第
一
冊
目
の
ゑ
、
題
祭
下
に
「
義
」
の
朱

内
題

（
ナ
シ
）

狭
衣
下
紐
第
二

尾
題

狭
衣
下
紐
第
一
終

（
ナ
シ
）
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薄
標
色
布
目
地
模
様
紙
表
紙
。
左
肩
に
白
地
刷
題
釜
貼
付
。
題
叢
寸
法
一
五
・
六
×
二
・
八
糎
。

但
し
例
外
も
あ
る
た
め
、
以
下
各
冊
毎
に
題
字
を
列
記
す
る
。

「
狭
衣
目
録
井
序
」
（
題
祭
剥
離
に
つ
き
墨
書
）

「
狭
衣
系
図
全
」
（
刷
題
叢
。
但
し
「
全
」
の
象
一
部
袖
雅
）

「
さ
こ
ろ
も
巻
一
上
」
（
題
篭
剥
離
に
つ
き
表
紙
に
そ
の
ま
ま
堀
菩
）

「
さ
こ
ろ
も
巻
一
下
」
（
題
叢
剥
離
に
つ
き
表
紙
に
そ
の
ま
ま
恥
＃
）

「
さ
こ
ろ
も
二
之
上
」
（
刷
題
叢
）

岨
山
岸
文
庫
蔵
承
応
版
十
一

函
架
番
号
山
岸
一
二
三
八
。

紺
無
地
峡
入
り
。
整
版
十
六
ｍ

法
二
三
・
一
×
一
五
・
九
糎
。

旧
蔵
者
印
記
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
。

【
版
本
の
部
】

「
さ
こ
ろ
も
二
之
下
」
（
刷
題
叢
）

「
さ
こ
ろ
も
三
之
□
（
破
損
）
」
（
刷
題
叢
そ
の
下
に
「
巻
三
上
」
と
墨
書
）

「
さ
こ
ろ
も
□
□
ロ
展
損
）
」
（
刷
題
祭
そ
の
下
に
「
三
之
中
」
と
墨
書
）

山
岸
文
庫
蔵
承
応
版
十
六
冊
本

整
版
十
六
冊

（
『
目
録
並
年
序
』
一
冊
『
系
図
』
一
冊
『
物
語
』
十
冊
『
下
紐
』
四
冊
）
。
袋
綴
（
四
孔
・
白
糸
）
。
表
紙
寸
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版
式
（
単
辺
無
界
。
内
郭
一
六
・
五
×
二
・
五
糎
。
片
面
十
一
行
、
一
行
二
十
一
字
内
外
。
版
心
に
版
心
題
・
巻
序
・
丁
付
を
記
載
）
。

各
冊
と
も
巻
首
題
と
尾
題
を
有
し
、
物
語
に
は
挿
絵
が
入
る
。
以
下
、
表
に
ま
と
め
る
。

Ｊ
も
↑
め
プ
ｏ
ｏ

「
下
ひ
も
四
」
（
刷
題
叢
）

各
冊
、
表
紙
右
下
端
に
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
の
印
と
「
共
一
六
冊
」
の
墨
書
あ
り
。

各
冊
表
紙
の
右
上
端
と
中
央
下
辺
、
お
よ
び
小
口
に
、
計
三
種
類
の
冊
序
書
き
入
れ
あ
り
。
但
し
冊
の
整
序
で
混
乱
し
た
ら
し
く
、
『
目
録
井

年
序
』
を
「
ご
と
す
る
点
は
三
種
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
刊
記
の
あ
る
『
系
図
』
を
ど
こ
に
入
れ
る
か
、
ま
た
『
物
語
』
と
『
下
紐
』
の

前
後
関
係
を
ど
う
す
る
か
等
で
問
題
が
生
じ
た
ら
し
く
、
冊
序
は
三
種
三
様
で
あ
る
。
訂
正
を
繰
り
返
し
、
な
か
に
は
途
中
で
放
棄
し
た
も
の

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。

「
さ
こ
ろ
も
三
之
下
」
薊

「
さ
こ
ろ
も
四
之
上
」
薊

「
□
□
（
虫
損
）
ろ
も
四
之
［

「
さ
こ
ろ
も
巻
四
之
下
止
」

「
□
□
（
損
傷
）
も
こ
（
刷

「
下
□
（
虫
損
）
も
二
」
（
刷

「
下
ひ
も
三
」
（
刷
題
叢
）

「
下
ひ
も
四
」
（
刷
題
叢
）

一
之
上
」
（
刷
題
篭
）

ろ
も
四
之
□
（
虫
損
）
」
（
刷
題
祭
そ
の
下
に
「
巻
中
」
と
墨
書
）

〕
四
之
下
止
」
（
刷
題
祭
剥
離
に
つ
き
表
紙
に
そ
の
ま
ま
墨
書
）

も
一
」
（
刷
題
釜
、
題
叢
の
上
に
加
筆
し
て
「
下
紐
ご
と
墨
書
）

且
」
（
刷
題
釜
、

も
こ
」
（
刷
題
篭
）

（
刷
題
叢
） （

刷
題
叢
）
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次
に
物
語
掲
載
の
挿
絵
に
つ
い
て
、
主
題
と
丁
付
を
表
示
す
る
。

巻
序

巻
一
上

挿
絵

①
狭
衣
、
花
を
源
氏
宮
に
手
渡
す

主

題

’
一
丁
付

－
２
オ

挿
絵

六五四四四三六四四八

枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚
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狭
衣
目
録
井
年
序

狭
衣
系
圖

狭
衣
巻
第
一
之
上

狭
衣
巻
第
一
之
下

狭
衣
巻
第
二
之
上

狭
衣
巻
第
二
之
下

狭
衣
巻
第
三
之
上

狭
衣
巻
第
三
之
中

狭
衣
巻
第
三
之
下

狭
衣
巻
第
四
之
上

狭
衣
巻
第
四
之
中

狭
衣
巻
第
四
之
下

狭
衣
下
紐
第
一

狭
衣
下
紐
第
二

狭
衣
下
紐
第
三

狭
衣
下
紐
第
四

狭
衣
目
録
終

（
ナ
シ
）

狭
衣
巻
第
一
之
上
終

狭
衣
巻
第
一
之
下
終

狭
衣
巻
第
二
之
上
終

狭
衣
巻
第
二
之
下
終

狭
衣
巻
第
三
之
上
終

狭
衣
巻
第
三
之
中
終

狭
衣
巻
第
三
之
下
終

狭
衣
巻
第
四
之
上
終

狭
衣
巻
第
四
之
中
終

狭
衣
巻
第
四
之
下
終

狭
衣
下
紐
第
一
終

狭
衣
下
紐
第
二
終

狭
衣
下
紐
第
三
終

狭
衣
下
紐
第
四
終

狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭
衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣
抄抄抄抄四四四三三三二二一一系目
四三二一之之之之之之之之之之

下中上下中上下上下上

一
～
十
三
終

一
～
十
六

一
～
五
十
二
終

一
～
四
十
三
終

一
～
四
十
八
終

一
～
六
十
終

一
～
四
十
三
終

一
～
四
十
八
終

一
～
五
十
終

一
～
四
十
八
終

一
～
五
十
三
終

一
～
三
十
六
終

一
～
五
十
二
終

一
～
二
十
五
終

一
～
二
十
六
終

一
～
十
七
終

巻
首
題

尾
題

版
心
題

｜
丁
付
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巻
三
上

巻
二
下

巻
二
上

巻
一
下

蚕’ ①
狭
衣
、
池
の
鴛
鴦
を
眺
め
出
家
し
た
女
二
の
宮
を
想
う

②
雪
の
朝
、
狭
衣
、
雪
山
に
興
じ
る
源
氏
宮
を
垣
間
見
る

③
狭
衣
、
若
宮
五
十
日
の
祝
い
に
参
内

④
狭
衣
、
入
内
間
近
か
の
源
氏
宮
の
琴
の
音
に
、
そ
っ
と
笛
を
あ
わ
せ
る

⑤
狭
衣
、
斎
院
（
源
氏
宮
）
の
袖
を
捉
え
て
恋
慕
の
情
を
訴
え
る

⑥
狭
衣
、
粉
河
寺
に
到
着
、
参
詣
す

①
一
条
宮
を
訪
ね
た
狭
衣
に
、
若
宮
な
つ
く

②
狭
衣
、
牛
車
に
て
菖
蒲
歌
を
受
け
る

③
宮
中
管
弦
宴

④
天
若
御
子
降
臨

⑤
狭
衣
、
在
五
中
将
日
記
を
み
る
源
氏
宮
に
求
愛

⑥
狭
衣
、
女
二
宮
降
嫁
の
件
に
つ
き
、
母
宮
と
語
り
あ
う

⑦
狭
衣
、
女
車
に
あ
い
、
僧
の
同
乗
に
不
審

⑧
狭
衣
、
飛
鳥
井
姫
君
を
送
り
届
け
る

①
狭
衣
、
洞
院
上
の
養
女
と
な
っ
た
今
姫
君
の
部
屋
を
訪
ね
る

②
狭
衣
、
飛
鳥
井
姫
君
と
変
わ
ら
ぬ
愛
を
誓
う

③
飛
鳥
井
姫
君
、
欺
か
れ
て
筑
紫
行
き
の
船
に
の
る

④
狭
衣
、
失
院
し
た
飛
鳥
井
姫
君
を
想
う

①
狭
衣
、
弘
徽
殿
に
て
女
二
宮
た
ち
の
く
つ
ろ
ぐ
姿
を
垣
間
見
る

②
狭
衣
、
中
宮
の
許
で
後
朝
の
文
を
か
く

③
母
宮
（
嵯
峨
皇
太
后
）
、
女
二
宮
の
懐
妊
を
知
る

④
狭
衣
、
嵯
峨
皇
太
后
の
病
気
見
舞
い
に
赴
く

１
２
オ

ー
６
ウ

２
０
ウー

３
０
オ

３
６
ウ

４
１
オ

４
６
オ

ー
１
オ

２
１
ウ

３
０
オ

４
０
オ員

１
０
オ

ー
７
オ雲

３
０
オ

４
２
オ

１
０
オ

ー
５
ウ

２
６
ウ

３
５
オ

４
５
ウ

５
５
ウ

１
０
ウ
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巻
四
上

巻
四
中

巻
三

下

巻
三
中

巻
四
下

①
狭
衣
、
亀
山
に
て
静
養
中
の
尼
君
（
宰
相
中
将
母
）
を
訪
問

②
帰
途
に
つ
く
狭
衣
を
、
人
々
は
賞
賛
し
眺
め
る

③
狭
衣
、
式
部
卿
宮
姫
君
の
許
に
忍
び
込
む

④
狭
衣
、
姫
君
の
枕
も
と
で
贈
歌
、
姫
君
心
の
中
で
歌
を
返
す

⑤
正
月
、
狭
衣
邸
で
の
粥
杖
の
祝
い
。
若
宮
、
狭
衣
に
粥
杖
を
渡
す

①
即
位
目
前
の
狭
衣
、
斎
院
を
訪
れ
贈
答
歌
を
交
わ
す

②
賀
茂
祭
を
目
前
に
、
狭
衣
帝
、
斎
院
に
扇
を
贈
る

②
今
姫
君
と
母
代
の
狂
態
に
、
狭
衣
あ
き
れ
る

③
宰
相
中
将
、
今
姫
君
の
寝
所
に
忍
び
、
母
代
女
房
た
ち
惑
乱
す
る

①
若
宮
と
納
涼
し
た
狭
衣
、
入
道
宮
に
大
和
撫
子
を
送
ろ
う
と
す
る

②
入
道
宮
（
女
二
宮
）
独
詠

③
狭
衣
、
姫
君
を
抱
き
上
げ
て
飛
鳥
井
姫
君
を
追
慕

④
堀
川
関
白
邸
に
て
、
若
宮
（
女
二
宮
腹
）
袴
着
式

①
狭
衣
、
斎
院
の
猫
を
象
つ
げ
、
愛
で
る

②
斎
院
御
喫
行
列

③
宰
相
の
乳
母
、
若
宮
を
抱
き
、
狭
衣
の
居
る
鉤
設
に
参
る

④
賀
茂
神
社
で
の
相
嘗
祭
、
神
楽

①
狭
衣
、
若
宮
と
と
も
に
嵯
峨
院
に
参
内
し
、
出
家
の
噂
を
否
定
す
る

②
堀
川
関
白
、
院
の
女
御
に
伺
候
し
、
斎
院
の
文
を
見
る

③
大
納
言
や
宰
相
中
将
ら
、
斎
院
を
訪
れ
、
桜
の
下
で
蹴
鞠
に
興
じ
る

④
狭
衣
、
東
宮
に
伺
候
し
、
式
部
卿
宮
姫
君
の
文
を
見
る

２
２
オ

３
９
ウ

ー
５
オ

２
２
オ

３
６
オ

４
４
ウ

３
オ阜

１
３
オ

３
０
ウ

４
０
ウ

ー
１
ウ

ー
７
オ

２
５
オ

３
９
ウ

４
ウ

ー
５
オ

ワ
》
４
ウ

３
０
ウ

４
５
オ
’

９
ウ

２
１
オ
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五十七実践女子大学図書館蔵『狭衣物語』諸本書誌

切
臨
掴

『
系
図
』
の
最

切
臨
系
図
厳
〉

『
目
録
井
年
序
』
の
最
終
項
目
に
、
次
の
〈
承
応
三
年
切
臨
署
名
〉

み
よ

…
さ
れ
ば
か
き
あ
ら
は
せ
る
所
は
三
代
の
帝
年
八
十
二
ヶ
年
也
此
う
ち

二
巻
に
嵯
峨
院
の
あ
ら
ま
し
の
時
は
た
と
せ
世
を
お
さ
め
給
ふ

と
あ
る
詞
涯
よ
ら
ば
す
べ
て
二
十
九
年
の
春
秋
の
事
と
い
ふ
く

き
か
の

か
ら
く
の
ゑ
承
應
甲
午
年
季
夏
比
東
京
黄
臺
山
澤

斯
さ
こ
ろ
も
の
系
譜
は
西
三
條
遁
遙
院

入
道
堯
空
尊
者
の
御
作
云
々
尤
精
撰
な
る

へ
し
こ
の
こ
ろ
他
本
を
あ
つ
め
校
合
す
る
に

展
韓
言
寓
の
あ
や
ま
り
に
損
落
の
文
字

又
前
後
の
錯
凱
あ
り
て
是
非
を
わ
き

ま
へ
か
た
き
と
こ
ろ
ノ
、
本
耆
に
考
合
て
清

か
そ
ふ
ヲ

恥
扱
し
之

の
最
終
丁

③
狭
衣
帝
、
堀
川
院
に
行
幸

④
兵
部
卿
宮
（
女
二
宮
腹
）
、
狭
衣
帝
使
者
と
し
て
嵯
峨
院
に
赴
く

⑤
弘
徽
殿
を
訪
ね
た
狭
衣
帝
、
飛
鳥
井
姫
君
日
記
を
発
見
、
こ
れ
を
読
む

⑥
嵯
峨
院
危
篤
。
狭
衣
帝
、
行
幸
し
て
見
舞
う

（
最
終
丁
付
は
「
十
六
」
と
あ
る
が
、
当
該
丁
は
そ
の
あ
と
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
丁
付
無
し
）
に
、
次
の
〈
承
応
三
年

ウ
］
６
ウ

３
６
オ

４
７
オ

５
２
オ
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承
應
三
甲
午
歳
季
秋
吉
辰

烏
丸
通
二
条
上
ル
ー
町
目
三
木
氏
親
信
梓
行

『
下
紐
巻
こ
冒
頭
に
、
次
の
〈
天
正
十
八
年
半
醒
序
〉

し
よ

は
し

此
下
ひ
も
と
い
ふ
さ
ご
ろ
も
の
抄
は
な
が
ら
の
橋
の

も
の

な
か

あ
た
り
よ
り
ょ
ろ
づ
の
物
が
た
り
を
あ
つ
め
給
へ
る
中

に
も
筆
の
あ
や
ま
り
を
う
つ
し
け
る
ま
里
こ
と
は
り

た
し
か
な
ら
ざ
る
所
Ｊ
１
、
を
し
る
す
べ
し
と
あ
り
し

こ
ぼ
ん

か
ば
古
本
を
見
る
に
心
も
こ
と
葉
も
わ
き
か
た
く
て

か
も
か
ゑ
が
き
ふ
げ
ん
た
う
そ
う

過
ゆ
く
に
賀
茂
の
神
垣
ち
か
き
普
賢
堂
の
僧

し
ゆ
お
は
せ
ざ
う
ゑ
い
つ
ゐ
て
き
や
う
ほ
こ

衆
に
ち
か
ら
を
合
て
造
営
の
次
ね
は
ん
経
の
箱

そ
こ
し
た
ひ
も
げ
だ
い
さ
う
し
み
や
う
じ
ん

の
底
に
下
紐
と
外
題
に
あ
る
双
紙
を
見
る
に
明
神

く
わ
い
ち
う
そ
も
ノ
ー

の
あ
た
へ
給
へ
る
と
懐
中
し
て
か
へ
り
け
り
抑

ひ
か
る
げ
ん
じ
も
の
が
た
り
と
き
の
よ

光
源
氏
の
物
語
の
心
見
解
な
ぱ
此
抄
に
を
よ
ぶ
べ
か
」
オ

で
う
の
ぜ
ん
か
う
そ
う
ぎ

ら
ず
一
条
禅
閻
宗
祇
な
ど
の
も
て
あ
そ
び
給
は
ぬ
に

同
丁
ウ
に
刊
記

害
せ
し
め
早
干
時
承
應
甲
午
歳
仲

夏
日
東
京
黄
臺
山
澤
野
切
臨
里
誌
之
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（
マ
マ
）と
う
し
や
く
け
い
づ
せ
う
よ
う
ゐ
ん

よ
り
講
澤
な
ど
絶
た
る
く
し
系
圖
は
道
遙
院
殿

あ
そ
ば
し
け
り
つ
れ
ノ
ｒ
、
の
ま
ぎ
ら
は
し
に
御
覧
あ
ら

ん
人
を
猶
あ
や
ま
り
を
あ
ら
た
め
ら
る
へ
し

し
ょ
と
う
し
よ
し
や
こ
う
し
や
承
せ
い

天
正
十
八
年
初
冬
に
書
写
の
功
を
は
り
ぬ
沙
彌
半
醒

『
下
紐
第
四
』
文
末
に
、
次
の
〈
天
正
十
九
年
紹
巴
奥
書
〉

が
た
り
ゆ
め
う
き
は
し
お
も
か
け

此
物
語
の
は
て
も
源
氏
夢
の
浮
橋
の
面
影
也

せ
う
ね
ん
か
き
さ
つ

少
年
と
書
そ
め
て
残
お
ほ
く
か
き
と
Ｌ
め
た
り
四
冊

ぜ
ん
ぶ
こ
う
せ
い

を
全
部
も
心
あ
る
く
し
は
か
り
が
た
し
後
生
の
人

山
岸
氏
以
前
の
校
勘
書
き
入
れ
は
次
の
二
種
。

・
左
衛
門
佐
宣
孝
女
／
大
試
三
位
著
／
母
紫
式
部

（
「
目
録
井
年
序
」
お
よ
び
「
物
語
巻
一
下
」
前
見
返
し
）

・
左
衛
門
佐
（
或
〈
権
）
藤
原
宣
孝
女
／
太
宰
大
気
高
橋
成
章
妻
／
大
弐
三
位
著
／
母
紫
式
部

を
収
載
す
る
。

旧
蔵
者
印
記

Ｊ
Ｏ

予
名 旧
蔵
者
印
記
「
田
邊
蔵
書
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
「
山
岸
氏
蔵
書
印
」
（
単
郭
朱
丸
印
）
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
他
。

該
害
は
書
き
入
れ
・
校
合
等
も
殆
ど
な
く
、
本
学
所
蔵
の
版
本
中
で
は
承
応
三
年
版
本
の
基
本
的
な
姿
を
最
も
よ
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ

し
る
さ
る
へ
し

天
正
十
九
年
三
月
九
日
臨
江
斎
法
眼
紹
巴
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整
版
五
冊
（
物
語
四
冊
。
目
録
並
年
序
・
系
図
・
下
紐
で
一
冊
）
。

袋
綴
（
四
孔
・
後
綴
茶
色
糸
）
。
表
紙
寸
法
二
二
・
三
×
一
五
・
四
糎
。

香
色
地
草
花
具
引
き
紙
表
紙
。
題
祭
が
現
存
す
る
の
は
、
物
語
巻
第
一
上
下
が
収
載
さ
れ
て
あ
る
第
一
冊
目
？
超
し
か
も
一
部
欠
損
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
表
紙
左
肩
に
卵
色
単
郭
刷
題
叢
貼
付
。
題
祭
寸
法
一
三
・
九
以
上
×
三
・
六
糎
。
題
字
「
□
（
欠
損
）
古
ろ
も
二
」
。
現

行
は
そ
の
上
に
墨
筆
を
補
い
「
二
」
に
見
せ
消
ち
を
打
ち
「
壱
」
と
訂
正
す
る
。
巻
二
の
題
篭
を
第
一
冊
目
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
の
四
冊
は
、
表
紙
左
肩
に
あ
る
題
簑
剥
離
の
痕
に
、
「
二
」
「
三
」
「
四
」
「
狭
衣
物
語
」
と
墨
書
。

師
黒
川
文
庫
蔵
寛
政
版
圭

函
架
番
号
黒
川
二
○
。

山
岸
氏
の
識
語
お
よ
び
校
勘
は
次
の
三
種
。

・
承
應
三
年
秋
／
紀
元
二
千
三
百
十
三
年
／
後
光
明
天
皇
の
代
家
綱
将
軍
の
代
／
は
や
き
月
日
の
な
か
れ
な
る
か
も
／
大
正
二
年
夏
七
月

／
紀
元
二
千
五
百
七
十
三
年
／
伊
比
子
の
里
に
て
山
岸
徳
平
（
「
系
図
」
後
見
返
し
）

・
天
正
十
九
年
三
月
九
日
／
紀
元
二
千
二
百
五
十
一
年
／
後
陽
成
天
皇
の
代
秀
吉
太
閤
と
称
せ
し
時
／
大
正
二
年
七
月
二
十
九
日
／
紀

元
二
千
五
百
七
十
三
年
山
岸
徳
平
（
「
下
紐
」
巻
四
後
見
返
し
）

・
狭
衣
十
二
冊
／
目
録
井
年
序
／
狭
衣
系
圖
／
巻
一
上
下
巻
二
上
下
／
巻
三
上
中
下
巻
四
上
中
下
止

狭
衣
下
比
毛
／
巻
一
巻
二
／
巻
三
巻
四
止

作
者
不
明
俗
説
如
下
／
大
司
三
位
賢
作
／
弁
馬
作
／
共
十
六
冊
六
条
斎
院
の
宣
旨
（
「
目
録
井
年
序
」
前
見
返
し
）

黒
川
文
庫
蔵
寛
政
版
本
五
冊

（
「
物
語
巻
一
上
」
前
見
返
し
）
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五十七実践女子大学図書館蔵『狭衣物語』諸本蛎I

版
式
（
単
辺
無
界
。
内
郭
一
六
・
六
×
二
・
五
糎
。
片
面
十
一
行
・
一
行
二
十
一
字
内
外
。
版
心
に
版
心
題
・
巻
序
・
丁
付
有
り
）
。

各
冊
巻
首
題
・
尾
題
・
挿
絵
あ
り
。
以
下
、
冊
ご
と
に
ま
と
め
る
。

見
返
し
は
、
崖

本
文
料
紙
楮
。

最
後
の
「
狭
衣
物
語
」
と
墨
書
さ
れ
た
冊
に
は
「
目
録
井
年
序
」
「
系
図
」
「
下
紐
」
が
綴
じ
ら
れ
て
あ
る
が
、
前
見
返
し
に
破
損
題
蜑
の
一
部

が
貼
付
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
卵
色
地
単
郭
刷
題
叢
「
下
ひ
も
」
と
だ
け
読
め
る
。

各
冊
と
も
表
紙
右
肩
に
黒
川
家
の
分
類
印
「
物
語
」
（
単
郭
朱
丸
印
）
を
捺
す
。
ま
た
第
一
冊
目
に
「
中
村
秋
香
校
本
」
（
朱
書
、
黒
川
真
道

筆
）
、
第
五
冊
目
に
「
共
五
」
（
墨
書
、
他
筆
）
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
揃
本
の
な
か
の
一
冊
に
の
ゑ
記
さ
れ
た
「
共
五
」
の
如
き
注
記
は
、
Ｗ

頭
の
冊
に
入
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
か
ら
、
黒
川
家
に
入
る
以
前
は
現
行
第
五
冊
目
を
冒
頭
の
冊
と
し
た
時
期
も
あ
っ
た
も
の
か
。

見
返
し
は
、
第
一
冊
目
に
「
中
村
秋
香
校
本
」
と
朱
書
す
る
以
外
、
他
は
白
紙
。

第
三
冊
目

第
四
冊
目

第
二
冊
目

現
行
冊
序

第
一
冊
目

巻
首
題

狭
衣
巻
第
一
之
上

狭
衣
巻
第
一
之
下

狭
衣
巻
第
二
之
上

狭
衣
巻
第
二
之
下

狭
衣
巻
第
三
之
上

狭
衣
巻
第
三
之
中

狭
衣
巻
第
三
之
下

狭
衣
巻
第
四
之
上

尾
題

狭
衣
巻
第
一
之
上
終

狭
衣
巻
第
一
之
下
終

狭
衣
巻
第
二
之
上
終

狭
衣
巻
第
二
之
下
終

狭
衣
巻
第
三
之
上

狭
衣
巻
第
三
之
中
終

狭
衣
巻
第
三
之
下
終

狭
衣
巻
第
四
之
上
終

蕊|驚溌蕊蕊版
四三三三二二心

之之之之之之之之
上下中上下上下上題

丁
１

－
～
五
十
二
終

一
～
四
十
三
終

一
～
四
十
八
終

一
～
六
十
終

一
～
四
十
三
終

一
～
四
十
八
終

一
～
五
十
終

一
～
四
十
八
終

:|鰕扇|澱|蝿|鷲
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第
四
冊
目
本
文
最
終
丁
（
丁
付
は
「
狭
衣
四
之
下
五
十
六
終
」
で
お
わ
り
、
そ
の
次
に
丁
付
無
し
の
一
丁
が
入
る
）
オ
に
〈
承
応
三
年
切
臨

系
図
腹
〉
（
前
出
）
、
そ
の
ウ
に
次
の
刊
記

寛
政
十
一
年
巳
未
ノ
秋

第
五
冊
目
「
目
録
井
年
序
」
（

〈
紹
巴
奥
書
〉
（
前
出
）
あ
り
。

刊
記
に
依
れ
ば
、
該
書
は
承
応
三
年
版
本
（
十
六
冊
本
か
）
の
寛
政
十
一
年
再
版
本
。
そ
の
際
三
木
氏
は
十
六
冊
本
を
五
冊
本
に
ま
と
め
、
表

第
五
冊
目

承
応
三
甲
午
歳
季
秋
吉
辰

烏
丸
通
二
条
上
ル
ー
丁

寺
町
二
条
下
ル
丁

親
信
改
名

一
条
上
ル
ー
丁
目

三
木
氏
親
信
梓
行

詮
ハ
年
序
」
の
最
終
項
に
〈
承
応
三
年
切
臨
署
名
〉
（
前
出
）
、
「
下
紐
」
冒
頭
に
〈
沙
彌
半
醒
序
〉
（
前
出
）
、
「
下
紐
」
奥
に

狭
衣
巻
第
四
之
中

狭
衣
巻
第
四
之
下

狭
衣
目
録
井
年
序

狭
衣
系
図

狭
衣
下
紐
第
一

狭
衣
下
紐
第
二

狭
衣
下
紐
第
三

狭
衣
下
紐
第
四

三
木
安
兵
衛

狭
衣
巻
第
四
之
中
終

狭
衣
巻
第
四
之
下
終

狭
衣
目
録
終

（
ナ
シ
）

狭
衣
下
紐
第
一
終

狭
衣
下
紐
第
二
終

狭
衣
下
紐
第
三
終

狭
衣
下
紐
第
四
終

狭狭狭狭狭狭狭狭
衣衣衣衣衣衣衣衣
抄抄抄抄系目四四
四三二一之之

下中

一一一一一一Ⅱ一一

～
五
十
三
終

～
五
十
六
終

～
十
三
終

～
十
六

～
五
十
二
終

～
二
十
五
終

～
二
十
六
終

～
十
七
終

五
枚
六
枚
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五十七実践女子大学図書館蔵『狭衣物語』諸本習誌

該
耆
に
は
「
物
語
」
全
冊
に
わ
た
っ
て
、
朱
筆
（
校
合
・
注
記
）
、
墨
筆
（
校
合
・
注
記
）
、
青
墨
（
本
文
訂
正
）
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
る
。

朱
筆
校
合
に
は
「
英
」
「
古
」
「
活
」
「
古
活
」
、
睾
筆
校
合
に
は
「
寛
光
氏
校
正
本
」
等
の
諸
本
略
号
が
、
ま
た
朱
筆
注
記
に
は
「
濱
臣
先
生
云
」

と
肩
付
き
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
他
に
「
契
沖
云
」
「
保
孝
按
」
「
春
海
考
」
等
も
あ
る
。
第
二
冊
目
「
物
語
」
巻
二
上
の
四
十
一
丁
目
は
補
写

だ
が
、
こ
の
丁
に
も
同
様
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
ま
た
「
下
紐
」
巻
一
冒
頭
丁
の
余
白
に
は

抄
岸
本
弓
弦
所
蔵
狭
衣
抄
ト
イ
フ
ァ
リ
今
拠
之
補
訂
了

下
紐
ノ
説
ト
テ
ヒ
ヶ
ル
処
ア
リ
後
人
補
考
セ
シ
モ
ノ
也

紙
・
題
釜
を
付
け
替
え
、
ゞ

移
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

識
語
、
第
一
冊
目
「
物
語
」
巻
一

「
中
村
秋
香
校
本
」
（
朱
）

第
四
冊
目
「
物
語
」
巻
四
最
終
丁

「
右
中
村
秋
香
校
本
也

購
求
す
真
近
」
（
朱
）

の
朱
書
が
あ
り
、
下
紐
本
文
中
に
も
多
く
の
朱
筆
書
き
入
れ
が
あ
る
。

色
を
替
え
て
は
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
は
同
筆
で
、
真
道
の
い
う
「
中
村
秋
香
筆
」
で
あ
ろ
う
。

旧
蔵
者
印
記
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
（
単
郭
未
長
方
印
）

購
求
す

の
朱
書
が
あ
る
。

朱
書
即
抄
也

か
つ
「
系
図
」
奥
一
』
あ
っ
た
最
終
丁
（
オ
に
切
臨
の
系
図
践
、
ウ
に
承
応
三
年
刊
記
）
を
「
物
語
」
巻
四
の
最
後
｝
』

の
前
見
返
し
に

（
五
六
丁
）
ウ
に

明
治
四
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
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整
版
十
冊
（
目
録
・
物
語
）
。
袋

表
紙
寸
法
二
二
・
六
×
一
五
・
介

紺
無
地
紙
表
紙
。
表
紙
左
肩
に
｛

准
之
）
と
外
題
と
巻
序
を
示
す
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
雑

版
式
（
単
辺
無
界
。
内
郭

首
題
・
尾
題
・
挿
絵
あ
り
。

各
冊
の
分
冊
状
況
、
並
び
』

各
冊
表
紙
右
肩
に
黒
川
家
の
分
類
印
「
物
語
」
（
単
郭
朱
丸
印
）
を
捺
し
、
更
に
第
一
冊
目
は
、
表
紙
右
肩
に
「
書
入
本
／
真
頼
害
入
本
」
そ

の
下
に
「
共
十
冊
」
の
、
い
ず
れ
も
朱
書
。
第
十
冊
目
表
紙
も
、
同
じ
く
右
肩
に
「
狭
衣
大
将
皇
位
継
承
」
の
朱
書
が
あ
る
。

皿
黒
川
文
庫
蔵
承
応
版
圭

函
架
番
号
黒
川
一
二
・

黒
川
文
庫
蔵
承
応
版
本
十
冊
本

現
行
冊
序

第
一
冊
目

第
二
冊
目

第
三
冊
目

第
四
冊
目

第
五
冊
目

手目司

辺紙共
無。十
界本冊
｡文一
内料の
郭紙、
一楮い
『一○浬

表
紙
左
肩
に
白
地
刷
題
叢
貼
付
。
題
叢
寸
法
一
六
・
八
×
二
・
七
糎
。
題
字
「
さ
こ
ろ
も
二
之
上
」
（
第
三
冊
目
、
以
下

並
び
に
巻
首
題
・
尾
題
・
版
心
題
．

巻
首
題

狭
衣
巻
第
一
之
下

狭
衣
目
録
井
年
序

狭
衣
巻
第
一
之
上

狭
衣
巻
第
二
之
上

狭
衣
巻
第
二
之
下

狭
衣
巻
第
三
之
上

）
。
袋
綴
一

五
・
八
糎
向

六
・
五
× （

四
孔
。
小
豆
色
又
は
白
糸
、
但
し
い
ず
れ
も
後
綴
か
）
。

一
・
四
糎
。
片
面
十
一
行
・
一
行
二
十
一
字
内
外
。
版
心
に
版
心
題
・
巻
序
・
丁
付
）
。
各
冊
に
巻

尾
題

狭
衣
目
録
終

狭
衣
巻
第
一
之
上
終

狭
衣
巻
第
一
之
下
終

狭
衣
巻
第
二
之
上
終

狭
衣
巻
第
二
之
下
終

狭
衣
巻
第
三
之
上

丁
付
・
物
語
の
挿
絵
数
は
下
記
の
通
り
。

狭狭狭狭狭狭版
衣衣衣衣衣衣

三二二一一目心

之之之之之
上下上下上題

丁
付
一

一
～
十
三
終

一
～
五
十
二
終

一
～
四
十
三
終

一
～
四
十
八
終

一
～
六
十
終

一
～
四
十
三
終

挿
絵

三六四四八

枚枚枚枚枚
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五十七実践女子大学図書館蔵『狭衣物語』諸本書誌

第
一
冊
目
「
目
録
井
年
序
」
の
文
末
に
〈
承
応
三
年
切
臨
署
名
〉
あ
り
。
無
刊
記
。

主
立
っ
た
識
語
等
は
次
の
通
り
。

ゞ
第
六
冊
目

第
七
冊
目

第
八
冊
目

一
蕊
拭
州
岨

（
第
一
冊
目
前
見
返
し
）

巻
四
後
土
御
門
院
勾
當
内
侍

此
古
本
松
平
周
防
守
乃
家
に
あ
り

（
第
一
冊
目
「
巻
一
之
上
」
冒
頭
丁
の
余
白
）

古
ト
ァ
ル
〈
古
本
也
屋
代
弘
賢
ガ
校
合
本
ニ
モ
此
ノ
古
本
ヲ
比
校
シ
タ
リ

（
第
二
冊
目
「
巻
一
之
下
」
冒
頭
丁
の
余
白
）

古
ト
ア
ル
〈
古
本
ナ
リ
屋
代
弘
賢
ガ
比
校
セ
ル
モ
此
ノ
古
本
ナ
リ

古
本
筆
者

巻
三
為
家
卿

巻
二
越
部
禅
尼
首
一
葉
為
家
卿
補
写

巻
一
二
條
院
讃
岐

狭
衣
巻
第
三
之
中

狭
衣
巻
第
三
之
下

狭
衣
巻
第
四
之
上

狭
衣
巻
第
四
之
中

狭
衣
巻
第
四
之
下

狭
衣
巻
第
三
之
中
終

狭
衣
巻
第
三
之
下
終

狭
衣
巻
第
四
之
上
終

狭
衣
巻
第
四
之
中
終

狭
衣
巻
第
四
之
下
終

狭狭狭狭狭
衣衣衣衣衣
四四四三三

之之之之之
下中上下中

一一一一一

～
四
十
八
終

～
五
十
終

～
四
十
八
終

～
五
十
三
終

～
五
十
六
終

六五四四四

枚枚枚枚枚
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表
紙
寸
法
二
二
・
三
×
一
六
・
Ｃ
糎

紺
無
地
厚
紙
表
紙
。
黒
川
一
二
本
よ
り
も
や
や
厚
手
か
。

整
版
十
冊
（
目
録
井
年
序
・
物
語
）
。

表
紙
寸
法
二
二
・
三
×
一
六
・
○
糎
。

理
黒
川
文
庫
蔵
十
冊
本

函
架
番
号
黒
川
二
二
。

識
語
の
通
り
、
該
書
に
は
朱
筆
に
よ
る
古
本
と
の
校
合
や
注
記
、
畢
筆
に
よ
る
注
記
、
青
墨
に
よ
る
注
記
（
巻
一
の
上
下
の
翠
）
等
、
お
び
た

だ
し
い
書
き
入
れ
が
あ
る
。
多
く
は
真
頼
の
筆
と
み
ら
れ
る
が
、
真
頼
以
前
か
ら
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

旧
蔵
者
印
記
「
黒
川
真
頼
」
（
単
郭
朱
丸
印
）
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
（
単
郭
朱
長
方
印
）
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
（
単
郭
朱
長
方
印
）
等
。

（
第
十
冊
目
後
見
返
し
）

（
第
十
冊
目
「
巻
四
之
下
」
最
終
丁
の
余
白
）

「
寛
政
五
と
せ
十
一
月
古
本
も
て
考
へ
し
る
せ
り
平
春
海
」
（
朱
）

「
明
治
十
年
十
一
月
一
濱
了
黒
川
真
頼
／
同
十
七
年
八
月
以
家
蔵
古
爲
本
比
校
了
真
頼
」
（
未
）

（
第
八
冊
目
「
巻
四
之
上
」
前

「
四
巻
為
家
卿
筆
」
（
朱
）

「
屋
代
本
奥
書
墨
書
」
（
朱
）

此
も
の
か
た
り
の
校
本
春
海
か
も
て
る
を
人
し
て
か
り
て
／
弟
子
岸
』
お
ほ
せ
て
う
つ
し
と
り
ぬ
享
和
一
一
と
せ
な
か
月
／
は
つ
か
あ
ま

り
ゑ
な
も
と
の
ひ
ろ
賢

前
見
返
し
）

袋
綴
（
四
孔
、
白
糸
・
茶
色
糸
）

表
紙
中
央
に
白
地
刷
題
叢
貼
付
。
題
叢
寸
法
一
五
・
三
×
二
・
八
糎
。
題
字
は
、
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五十七実践女子大学図書館蔵『狭衣物語』諸本書誌

版
式
（
単
辺
無
界
ｃ
内
郭
ニ
ハ
・
六
×
二
・
六
糎
。
片
面
十
一
行
・
一
行
二
十
一
宇
内
外
。
版
心
に
版
心
題
・
丁
付
あ
り
）
。
各
冊
に
巻
首

題
と
尾
題
、
物
語
に
は
挿
絵
あ
り
。
前
出
黒
川
一
二
本
と
の
異
同
は
刷
題
篭
の
貼
付
位
置
程
度
で
、
と
も
に
無
刊
記
。
ま
た
各
冊
の
分
冊
状

況
・
巻
首
題
・
尾
題
・
版
心
題
・
丁
付
。
挿
絵
数
．
「
目
録
井
年
序
」
奥
の
〈
承
応
三
年
切
臨
署
名
〉
等
も
す
べ
て
一
致
す
る
。

旧
蔵
者
印
記
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
（
単
郭
朱
長
方
印
）
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
（
単
郭
朱
長
方
印
）
。

朱
筆
に
よ
る
校
合
（
比
校
本
略
号
「
校
本
」
「
官
本
」
「
古
本
」
等
）
・
勘
注
書
き
入
れ
、
墨
筆
に
よ
る
勘
注
書
き
入
れ
（
「
下
紐
」
抜
粋
あ
り
）

が
あ
り
、
中
に
は
付
菱
を
付
し
て
の
も
の
や
系
図
の
控
え
と
ゑ
ら
れ
る
紙
片
も
挟
ん
で
あ
る
。

整
版
十
冊
（
物
語
）
。

紺
無
地
紙
表
紙
。
中
央
に
白
々

題
字
は
「
狭
こ
ろ
も
一
之
‐

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。

版
式
（
単
辺
無
界
。
内
郭
言

認
山
岸
文
庫
奉

函
架
番
号
山
四

紺
無
地
峡
入
り
。

「
さ
こ
ろ
も
一
之
上
」
（
第
扁

一
冊
目
の
桑
、
表
紙
右
肩
に

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
紙
楮
。

山
岸
文
庫
蔵
十
冊
本

番
号
山
岸
一
二
三

（
物
語
）
。

《
紙
。
中
央
に
白
色
布
目
地
模
様
刷
題
祭
貼
付
。
題
祭
寸
法
一
四
・
○
×
二
・
八
糎
。

を
ろ
も
一
之
上
」
（
第
一
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
、
外
題
と
巻
序
を
示
す
。

内
郭
一
七
・
○
×
二
・
一
糎
。
片
面
十
一
行
・
一
行
二
十
一
字
内
外
。
版
心
に
版
心
題
・
巻
序
・
丁
付
を
付
す
）

二

三

五
0

（
第
一
冊
目
、
以
下
准
之
）
と
外
題
と
巻
序
を
示
す
。
各
冊
表
紙
右
肩
に
黒
川
家
の
分
類
印

召
肩
に
「
書
入
本
」
そ
の
下
に
「
共
十
冊
」
の
朱
書
が
あ
る
。

「
物
語
」
を
捺
し
、
更
に
第
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整
版
六
冊
（
目
録
井
年
序
・
物
語
・
下
紐
・
系
図
）
。

袋
綴
（
四
孔
、
後
綴
茶
色
糸
）
。
表
紙
寸
法
二
二
・
五
×
一
五
・
九
糎
。

巻
一
二
条
院
讃
岐
巻
二
越
部
禅
尼
首
一
葉
為
家
卿
写

巻
三
為
家
卿
巻
四
後
士
御
門
勾
當
内
侍

此
古
本
松
平
周
防
守
の
家
に
あ
り
」
（
朱
）

全
冊
、
朱
・
墨
・
冑
三
筆
を
用
い
て
の
校
合
（
比
校
本
略
号
「
古
本
」
「
イ
本
」
）
お
よ
び
勘
注
（
「
濱
臣
按
」
「
契
沖
云
」
等
の
肩
付
き
あ
り
）

等
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
黒
川
二
一
本
の
書
き
入
れ
と
類
似
す
る
が
、
相
互
に
異
同
も
あ
る
。
筆
跡
か
ら
見
て
山
岸
氏
の
筆
で
な
い
こ
と
か

ら
、
該
言
の
書
き
入
れ
に
そ
れ
以
前
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
比
校
し
た
「
古
本
」
に
関
す
る
第
一
冊
目
見
返
し
の
識
語
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ

る
こ
と
か
ら
推
す
に
、
該
害
と
黒
川
一
二
本
と
が
用
い
た
「
古
本
」
な
る
も
の
が
共
通
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

型
山
岸
文
庫
走

函
架
番
号
山
山

紺
無
地
峡
入
り
。

各
冊
巻
首
題
・
尾
題
・
挿
絵
あ
り
。
無
刊
記
。

「
目
録
井
年
序
」
が
無
い
こ
と
、
刷
題
叢
が
布
Ⅱ
地
模
様
で
中
央
に
貼
付
し
て
あ
る
こ
と
を
除
き
、
他
は
前
出
黒
川
十
冊
本
に
同
じ
。

旧
蔵
者
印
記
、
「
松
乃
や
蔵
書
」
（
単
郭
朱
長
方
変
形
印
、
藤
井
高
尚
氏
）
、
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
他
。

第
一
冊
目
前
見
返
し
に
次
の
識
語

山
岸
文
庫
蔵
六
冊
本

番
号
山
岸
一
二
三
七
。

「
古
本
筆
者
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版
式
（
単
辺
無
界
。
内
郭
一
六
・
六
×
二
・
五
糎
。
片
面
十
一
行
・
一
行
二
十
一
字
内
外
。
版
心
に
版
心
題
・
巻
序
・
丁
付
あ
り
）
。

各
冊
、
巻
首
題
・
尾
題
・
物
語
に
は
挿
絵
を
有
す
る
。

分
冊
状
況
・
並
び
に
巻
首
題
等
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
。

下
に
「
共
六
」
と
朱
書
。

見
返
し
白
紙
。
本
文
料
姉

紺
布
目
地
に
草
花
空
押
紙
表
紙
。
左
肩
に
白
地
刷
題
釜
貼
付
。
題
祭
寸
法
一
五
・
二
×
二
・
七
糎
。
題
字
は
全
冊
「
さ
こ
ろ
も
」
で
統
一
・
こ

の
刷
題
字
の
筆
跡
は
黒
川
二
一
・
同
二
二
等
と
同
じ
だ
が
、
巻
序
が
入
ら
ず
、
そ
の
分
寸
法
も
短
い
。

猶
、
識
別
の
た
め
か
、
各
冊
題
釜
わ
き
に
そ
れ
ぞ
れ
「
巻
一
附
目
録
年
立
」
「
巻
二
」
「
巻
三
」
「
巻
四
」
「
下
紐
上
」
「
下
紐
下
」
と
朱
書
。
こ

の
朱
筆
者
は
物
語
本
文
中
に
も
校
訂
を
施
す
。
ま
た
全
冊
表
紙
右
下
に
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
長
方
印
）
を
捺
し
、
第
一
冊
目
の
ゑ
、
そ
の

第
三
冊
例

第
二
冊
目

第
一
冊
目

冊

序
本
文
料
紙
梢
。巻

首
題
一
尾
題

狭
衣
目
録
井
年
序
狭
衣
目
録
終

狭
衣
巻
第
一
之
上
狭
衣
巻
第
一
之
上
終

狭
衣
巻
第
一
之
下
狭
衣
巻
第
一
之
下
終

狭
衣
巻
第
二
之
上
狭
衣
巻
第
二
之
上
終

狭
衣
巻
第
二
之
下
狭
衣
巻
第
二
之
下
終

狭
衣
巻
第
三
之
上
狭
衣
巻
第
三
之
上
終

狭
衣
巻
第
三
之
中
狭
衣
巻
第
三
之
中
終

狭
衣
巻
第
三
之
下
狭
衣
巻
第
三
之
下
終

狭狭狭狭狭狭狭狭
版

衣衣衣衣衣衣衣衣
三三三二二一一目

之之之之之之之心
下中上 下上下上

題
終

丁
付

一
～
十
三
終

一
～
五
十
二
終

一
～
四
十
三
終

一
～
四
十
八
終

一
～
六
十
終

一
～
四
十
三
終

一
～
四
十
八
終

一
～
五
十
終

挿
絵

四四三六四四八

枚枚枚枚枚枚枚
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第
一
冊
目
「
目
録
井
年
一

第
五
冊
目
「
下
紐
第
ご

第
六
冊
目
「
下
紐
第
四
」

同
「
系
図
」
奥
に
（
系
崗

年
親
信
刊
記
〉
が
あ
る
。

旧
蔵
者
印
記
「
山
岸
文
圭

1

第
五
冊
目

第
六
冊
目

第
四
冊
目

「
目
録
井
年
序
」
奥
に
〈
承
応
三
年
切
臨
署
名
〉
、

「
下
紐
第
一
」
冒
頭
に
〈
沙
彌
半
醒
序
〉

「
下
紐
第
四
」
奥
に
〈
天
正
紹
巴
奥
書
〉

奥
に
（
系
図
は
十
六
丁
ま
で
。
そ
の
後
に
丁
付
無
し
の
一
丁
を
補
い
、
そ
の
オ
に
）
（
承
応
三
年
切
臨
系
図
践
〉
、
ウ
に
〈
承
応
三

「
山
岸
文
庫
」

狭
衣
巻
第
四
之
上

狭
衣
巻
第
四
之
中

狭
衣
巻
第
四
之
下

狭
衣
下
紐
第
一

狭
衣
下
紐
第
二

狭
衣
下
紐
第
三

狭
衣
下
紐
第
四

狭
衣
系
図（

複
郭
朱
長
方
印
）
「
山
岸
」
（
単
郭
朱
小
型
丸
印
）
。

狭
衣
巻
第
四
之
上
終

狭
衣
巻
第
四
之
中
終

狭
衣
巻
第
四
之
下
終

狭
衣
下
紐
第
一
終

狭
衣
下
紐
第
二
終

狭
衣
下
紐
第
三
終

狭
衣
下
紐
第
四
終

（
ナ
シ
）

狭狭狭
衣衣衣

系抄抄
四三

狭狭狭狭狭
衣衣衣衣衣
抄抄四四四
二之之之
下中上

一一Ⅱ一一一

～
二
十
六
終

～
十
七
終

一
一
、

ｒ
、
Ｊ
ｒ
寺
Ｉ
ユ
ノ

～
四
十
八
終

～
五
十
三
終

～
五
十
六
終

～
五
十
二
終

～
二
十
五
終

六五四
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